
田久瓜ヶ坂
ー福岡県宗像市田久所在遺跡の発掘調査報告＿

宗像市文化財調査報告書第46集

1 9 9 9 

宗像市教育委員会



TA KU  URI GA SAKA 

EB久瓜 ヶ 坂
一福岡県宗像市田久所在遺跡の発掘調査報告一

宗像市文化財調査報告書 第46集

ご島村 ｀ 

1 9 9 9 

宗像市教育委員会







序文

宗像市は、福岡県の北東部で福岡市と北九JH市の中間地点に位置し、 三方を低い山地に

囲まれた盆地状の地形を有しています。

かつての純農村は、昭和36年の国鉄鹿児島本線電化を契機に、福岡・北九州1両政令指定

都市への通勤圏として大規模な宅地開発が進められ、昭和38年にはじま った自由ヶ丘同

地の造成、昭和41年にはじまった日の里団地の造成、さらには 2つの大学の進出もあっ

て、人口が急増し、活気ある住宅・学園都市として発展を遂げ、今日にいたっております。

急速な都市化は、おのずと自然環境や歴史的景観の変貌を伴うものであり、残念ながら

ほとんどの文化財は消滅の危機にさらされ、常に緊急の保存対策を迫られています。失わ

れていく埋蔵文化財に対しては、緊急発掘調査を実施し、記緑保存に努め多くの歴史を解

明する成果をあげてまいりました。

本報告は、宅地造成に伴う緊急発掘調査によって検出された前方後円墳をはじめ、丘陵

上に並ぶ墳墓群などの調査記録を納めております。

本書が広く文化財の保護および学術研究に貢献することを念願いたしますとともに、発

掘調査全般にわたってご協力をいただいた多くの方々に心からの感謝の意を表す次第であ

ります。

平成 11年3月31日
宗像市教育委員会

教育長原田慎太郎



例 言

I. 本書は、宅地造成に伴い、半成7年度から 9年度にかけて緊急発掘調査を実施した田久瓜ヶ

坂遺跡 （宗像市大字田久字サヤ峠 lほか）の調査報告書である。

2. 発掘調杢は、宗像市教育委員会が事業主体となって実施した。

3. 福岡県文化財番号は、田久瓜ヶ坂造跡 (330312他）である。

4. 遺物の挿図番号は、各挿図ごとに 1番から番号を付している。

5. 測醤は、国土調査法第Il座標系を用い、方位は主に磁北を用いた。

6. 調査は、安部裕久 • 岡崇 ・黒瀬茂文 （現篠栗町教育委貝会）

貝会）がそれぞれ担当した。

• 白石康弘 （現大平村教育委

7. 遺構の実測は、安部・岡・黒瀬・白石 ・江崎靖隆 ・小樋千鶴子がおこない、遺構の写真は、

岡 ・白石がおこなった。

8. 遺物の実測は、岡 ・ 江崎 ・ 秋成雅t専・浅倉弥生 ・ 小樋• 細川愛が、遺物の撮影は、岡がお

こなった。

9. 遣構、遣物の製図は、中原美知子・多比良佳奈子が、造物の整理は、西村広子..田代貞

子 ・田崎紘子・東和子・濱田広美 ・浅倉がおこなった。

10. 本害の執筆および編集は、岡がおこなった。
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①全景

① l区 ②2区A ③2区B ④2区C ⑤3区 ⑥5区 ⑦7区
①現況②遠景 （北から）

①主体部と土層 ②後円部東側土層 ③後円部南側土層 ④前方部南側土層

⑤前方部東側土層 ⑥ ＜ぴれ部西側土層 ⑦ くびれ部屈曲部（西側）

⑧ くぴれ部遣物出土状況

図版5・I号墳 ①遠景 （西から） ②主体部 （西から）

図版6・I号墳第 1主体部 ①小口部土層 （東側） ②横断土層 （中央） ③床面近景 （東側） ④遺物出土状況

⑤上粘土検出 （西から） ⑥床面検出 ⑦粘上除去

図版7・I号墳第2主体部 ①小口部上層 （東側） R横断土層 （中央） ③床面近景 （東側） ④遺物出十ー状況

⑤上粘土検出 （西から） ⑥床面検出 （西から） ⑦粘土除去（西から）

図版8・ I号墳第3主体部 ①下蓋粘土土層 ②上蓋粘土土層 ③下蓋下粘土土層 ④上蓋下粘土土暦
⑤円筒棺検出 （西から） ⑥円筒棺床面検出 （西から） ⑦円筒棺除去 （西から）

①第3主体部下蓋近景 ②第3主体部遺物出土状況 ③第3主体部上蛋と身の接合部分

④第4主体部上蓋下蓋接合部 ⑤第4主体部壷棺検出状況 ⑥第4主体部壷棺除去

①全景 ②現況 ③盛土土層 （北側） ④盛土七層（束側） ⑤盛土土層 （南側）

①墳丘裾出土遺物 ②南側堀切土層 ③屯体部全景（北から） ④小口部土層 （南側）

⑤横断土層 （中央） ⑥鉄剣出土状況 ⑦鉄矛・鉄鏃出土状況

図版 12・3号瑣4号墳 14号墳 ① 3号項現況 ②3号墳表土除去 ③3号墳祭祀土坑 ④4号墳主1本部（北から）
⑤4号墳主体部 （東から） ⑥4号墳閉塞石 ⑦ 14号墳主体部（西から）

① 21号瑣全景 （西から） ② 21号墳側壁 （南から） ③ 21号墳小口部 （東側）

④ 31号項墳丘（東から） ⑤ 31号墳主体部石森 ⑥ 31号墳石蓋除去墳丘（東から）

⑦ 31号墳主体部石蓋除去

①全景 ②墳丘土層 （北側） ③墳丘土層 （南西側） ④盛土土層 （南東側）

⑤盛土土層 （北東側）

図版 15・38号墳主体部 ①墓城検出 ②上粘土検出 ③床面検出 ④横断土層

⑤小口部 （西側） ⑥鉄剣検出 ⑦鉄剣出土状況

①9号墓石蓋 ②9号墓石蓋除去 ③ 10号墓 11号墓検出 ④ 10号墓石盗除去

⑤ 10号墓 II号墓掘上 ⑥ 83号墓粘土検出 ⑦ 83号墓粘土縦断上層

①5号墓石蓋検出 ②5号墓石蓋除去 ③ 12号墓石蓋検出 ④ 12号墓石盗除去

⑤ 13号墓石蓋検出 ⑥ 13号墓石蓋除去 ⑦ 19号墓石蓋検出 ⑧ 19号墓石盃除去

① 22号墓石蓋検出 ② 22号墓石菟除去 ③ 34号墓石蓋検出 ④ 34号墓石器除去

⑤ 73号墓石蓋検出 ⑥ 73号墓石蓋除去 ⑦ 74号墓石蓋検出 ⑧ 74号墓石盗除去

① 75号裳石蓋検出 ② 75号墓石蓋除去 ③ 77号墓石蓋検出 ④ 77号墓石盗除去

⑤ 78号墓石蓋検出 ⑥ 78号墓石蓋除去 ⑦ 80号墓横断土層 ⑧ 80号墓完掘

図版20・土城墓木棺墓 ①7号墓 ②8号蒻 ③ 23号墓 ④ 29号墓 ⑤ 33号墓 ⑥ 33号墓鉄剣出土状況

⑦ 76号墓 ⑧79号裳

① 1号墓集石検出 ②2号墓集石検出

⑤ 1号墓下部構造 ⑥2号墓下部構造

①4号墓集石検出 ②4号姦下部構造

⑤6号墓集石検出 ⑥6号墓下部構造

⑧ 24・25号墓下部構造

図版23・竪穴式住居その他の遺構 ① 68号住居 ② 69号住居 ③6号遺構検出 ④6号遺構石材除去

⑤ 30号遺構喋検出 ⑥ 30号遺構掘上 ⑦ 26号小石室 ⑧ 35号遺構

図版24・その他の遺構 ① 24号遺構 ② 25号遺構 ③ 67号遺構 ④64号遺構 ⑤65号遺構 ⑥ 66号遺構

図版25・ 円筒棺 ①棺身 ②上蓋 ③下蓋 ④棺身外面調整 l

⑤棺身外面調整2 ⑥棺身外面調整3 ⑦棺身内面調整

図版 I• 航空写真
図版2・各調査区全景

図版3・I号墳

図版4・I号墳盛土土層

図版9・I号墳第3主体部

第4主体部

図版 10・2号墳墳丘

図版 II・2号墳主体部他

図版 13・21号墳

31号墳

図版 14・38号墳墳丘

図版 16・ 石棺墓

図版 17・ 石蓋土城墓 l

図版 18・ 石蓋土猥墓2

図版 19・ 石蓋土城墓3

図版21・集石墓］

図版22・集石墓2

③ 1号墓集石除去 ④2号墓集石除去

⑦3号集石検出 ⑧3号墓下部構造

③5号墓集石検出 ④ 5号墓下部構造

⑦ 24・25号墓集石検出

図版26・I区出土土器

図版27・2区出土土器 l

図版28・2区出土土器2

図版29・7区出土土器・古銭

図版30・1区2区出土鉄器 ・玉類

図版31・5区出土鉄器・玉類・石器

図版32·7 区出土石塔• 石器



第 1章序説

1. 調査の経過

平成3年lO月11日、西日本鉄道株式会社から、宗像市大字田久字サヤ峠 lほかにおける文化

財の有無についての依頼があった。

平成4年7月22日および9月18日、西日本鉄道株式会社と九 1ヽ'1・1旅客鉄道株式会社との間で、

開発の手続きおよび調査の実施方法などを協議した。

平成5年5月13日、工事区内にある前方後円墳の保存は難しいとの見解で、最終的に主体部

を模型で復元する方向で検討された。このため主体部の構造を確認する必要があり、後日、試

掘を実施した。

平成7年9月13日7宗教社676号、埋蔵文化財発掘の届出が提出された。

平成8年2月13日7宗教社第 1049号、発掘調査の通知を提出 し調査を実施する。

2 . 組織と構成

(l)平成7年度発掘調査組織

総 括 宗像市教育委員会 教 .b. 目 長 森 下照清

教育部長 芹野温亘（前任）

中野和人

社会教育課長 藤野英美

文化係長 原 俊

庶務 ・会計 原 俊

発掘調査担当 技 師 岡 崇

(2)平成8年度発掘調査組織

総 括 宗像市教育委員会 教 育 長 森下照清（前任）

林 英典

教育部長 中野和人

社会教育課長 藤野英美

文化係長 原 俊

庶務 ・会計 主任主査 織戸敏子

発掘調査担当 技 師 岡 崇

嘱 託 白石康弘
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(3)平成9年度発掘調査組織

総 括 宗像市教育委員会 教 """' 目 長 林 英典

教育部長 織戸勝也

社会教育課長 藤野英美（前任）

井上 弘

文化係長 原 俊 一

庶務・会計 主 事 井ヒ幸恵

発掘調査担当 技 師 岡 宗..... 

(4)平成 10年度報告書作成組織

総 括 宗像市教育委員会 教 コ自 長 原田惧太郎

教育部長 織戸勝也

社会教育課長 井上 弘

文化財係長 原 俊

庶務・会計 主 査 安部裕久

報告書担当 技 師 岡 崇

3. 位置と環境

本遺跡は、宗像市のほぽ中央、鞍手郡宮田町に所在する靡山 (296.9m)から北北西に派生し

た丘陵上に所在する。この丘陵は自由ヶ丘南団地付近から、扇状に大きく 3方に分かれており、

西側は宮田・曲、中央は自由ヶ丘団地 ・田久、東側は徳重となる。逍跡は、中央に延びる丘陵

の先端部分に位置している。甜内全体の地形を大きく見れば、 3方を山地に囲まれ盆地状を呈

しているが、この丘陵が盆地地形の真ん中を延びているため、東西に平地が形成されている。

西は東郷を中心とした地域と、東は赤間を中心とした地域である。 2級河川である釣川は、こ

の丘陵を直行するように東から西へと流れている。本遺跡からは、赤間側を望む位置に立地し、

釣川の中・上流域を視野に入れることができる。以下周辺遺跡の分布を釣川の中・上流域を中

心に見ていくこととし、本調査と関連する遺跡を概観する。

旧石器時代から縄文時代中期にかけて、遺構・遺跡の発見例は、現在の所認められないが、

縄文時代後・晩期になると、督留下惣原遺跡、冨地原深田遺跡など、三万田式から黒川式並行

期の浅鉢や深鉢などの遺物がわずかに出土している。
註3

縄文時代晩期から弥生時代前期は、本丘陵と谷を挟んで北西に派生する丘陵に田久松ヶ浦遺

跡がある。

弥生前期末から中期にかけて、僣地原梅木遺跡では、住居 ・貯蔵穴．墓等が検出されている
註5 i£6 胆

ことから、拠点的な集落が認められる。周辺にも石丸遺跡、田久甲ノ上遺跡、品地原岩野B遺
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跡など、貯蔵穴群や住居等の分布がみられる。

弥生時代後期は、遺跡検出例が極めて少なく、西新町式期前後になってベットを持つ方形住

居が主に丘陵の中腹から検出される例が増えてきた。

占墳時代前期の前方後円墳の調査が宗像市郡内で実施されたのは、蘭郷高塚と今回報告する

田久瓜ヶ坂 1号墳の 2基である。東郷高塚は、ほぽ郡単位の範囲を統括していたと考えられる

が、古墳からの景観は、東郷高塚が釣川の下流域を、 EEi久瓜ヶ坂 1号墳は上流域をそれぞれ見

通すことのできる位置に立地している。

古墳時代中期以降になると、石棺系の小型竪穴式石室と呼ばれる主体部が出現する。冨地原

梅木23号墳、龍谷古墳群E-2号墳がこれに該当し、浦谷古墳群では、これ以降初期横穴式石

室へと変化する過程が追える。

6世紀から 7世紀になると、山裾に近い丘陵に古墳群が築造される。大化2年 (646)の薄葬

令が地方にどこまで浸透していたかは不明だが、宮地嶽大塚古墳の築造と時期を前後して、中

小の石室墳も姿を消す。
井P

8世紀になると右宮町汐井掛遺跡の墳墓群調査では、 5基の蔵骨器が検出され、朝町百田遺跡

や浦谷古墳群のF・I区ののる丘陵稜線上より火葬蔵骨器が検出されている。

室町時代になると、蔦ヶ岳城や許斐山城を中心に多くの山城が築かれる。調査区の南側には、
~t ll Jtl2 

中世山城が所在する。徳重城 ・縁古城 ・名残城ともよばれ、史料中では、「大宮司黒田刑部隆尚、

後に赤間庄三百町分領せし時、この城に住す。」また、「（翌略）天文二年癸巳年 (1533)、隆尚

依再任辞職、端城名残城籠（下略）」と記される。

江戸時代になり全国的に街道が整備されるなか、揺岡藩内では、 6本の街道と 27の宿駅が整

備された。そのなかで赤間宿も唐津街道の整備に伴い設置される。唐津街道は、赤間の宿から、

曲、宮田、原町までほぽ国道3号線バイパスと並行し、大穂、畦町、青柳へと向かう。

註 1 宗像市史通史編第一巻 自然考古 1997 

註 2 吉留下惣原 宗像市文化財謂査報告苔 第 12集 宗像市教育委員会 1987 

註 3 田久松ヶ浦宗像市文化財調査報告書 第47集 宗像市教脊委貝会 1999 

註 4 名残N 宗像市文化財調査報告書 第29集 宗像市教育委員会 1991 

註5 石丸遺跡 宗像市文化財調査報告書第4集宗i象市教育委員会 1980 

註 6 平成7年度の調査

註7 話地原上瀬ヶ浦宗像市文化財調査報告書 第38集宗像市教育委員会 1994 

註 8 東郷高塚 l 宗像市文化財調査報告書 第21集 宗像市教育委員会 1989 

註 9 浦谷古墳群 I 宗像市文化財調査報告書 第 5集宗像市教育委員会 1982 

註10 九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告 ーxxー 福岡県教育委員会 1978 

註 II 九州縦貰自動車道関係埋蔵文化財調査報告 ー XXIXー 付録福岡県教育委貝会 1979 

註 12筑前固絞風土記貝原益軒 1703 後に活字体で発行栗田治美 1980 

註 13宗像市史史料稲第二巻中世Il 1996 

註 14旧宿場町・赤間（一） 宗像市民俗閣査報告書 第 1集 宗像市教育委員会 1986 
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4. 調査の概要

(1) 調査 区の設定

工事区全体の面積が、 135,000m"と広大であるため、調査区域をあらかじめ地形に沿って 1区

から 7区にわけて設定した（第4図）。現状はほとんどが山林であり、調査の必要な部分に関し

ては、人力で伐採し、先にトレンチ調壺を実施した。調査手順としては、試掘調査で検出され

た逍構を中心に、その密度と範囲によって調杢区を設定した。人力が及ばない斜面や逍構密度

の希薄な部分に関しては、平成9年度に伐採後重機によって調査区を広げ、セスナ機による全

体写真で調査を終了した。調査は、平成8年 1月12日より開始され、平成9年 10月31日に終

了した。

遺構

古墳 8基

1 号墳 • 第 1 キ・1本部割竹形木棺（粘上榔）、第 2 主体部割竹形木棺（粘土榔）

第3主体部円筒棺、第4主体部壷棺

2号墳 ・割竹形木棺（直葬）、 3号墳 ・単室横穴式石室、 4号墳 ・単室横穴式石室

14号墳 ・単室横穴式石室、21号墳 ・石棺系竪穴式石室、 31号墳 ・石蓋土城墓

38号墳 ・割竹形木棺（粘土榔）

石棺墓4基、石盃土堀墓 11基、木棺墓3基、土城墓 13基、集石墓25基

竪穴式住居2棟、集石遺構 l基、小石室 1基、焼土坑2基、土坑6基

遺物

土器 円筒棺、 二重口縁壷、蔵骨器ほか

鉄器 武器（剣 ・刀 ・矛 ．鏃）、農工具（鋤先 ・斧 ・鈍・ 刀子）

馬具 （杏葉 ・輪鐙 ・引手 ・轡 ・辻金具 ・留金具ほか）

装身具 王類（勾王 ・管王 ・切子玉 ・空王 ・丸玉）

石器 砥石、剣、柱状片刃石斧、石塔（板碑 ・ 地輪•水輪・空輪）

l . l区 （第5図）

1区は、丘陵頂部が標高52.04mで本工事区内の範囲のなかでは、最高所に位置している。当

初から雑木林が多く茂っており、外観からは前方後円墳の存在を確認することはできなかった

が、事前の踏査によって墳形を確認することができた。

前方後円墳は、前方部のやや低い古式の様相を持つ古墳であった。後円部頂部西側が若干削

られた痕跡を残していたため、盗掘の可能性が考えられたが、幸いにも墓城上面の削平だけに留

-7-





まっていた。

前方後円墳の北側にはマウンドのはっきりした円墳が確認されており、前方後円墳 (I号墳）

および円墳 (2号墳）の存在があきらかとなった。

調査は、前方後円墳の割付に沿って進められた。伐採および掘削は、丘陵頂部全面を人力で

おこない、斜面は、璽機によって実施した。調雀面積は約 1500面で、その範囲に前方後円墳 I

基、円墳 3甚、石蓋土堀墓 l基、土堀墓5基、木柁墓 l、焼土坑2基、礫を含む土坑 l基、小石

室1基と南側斜面より火葬蔵骨器が検出された。

2. 2区 （第4図）

2区は、 l区の丘陵頂部より 一旦鞍部を挟んで西へ派生した丘陵上に位置する。現状は、いず

れも雑木林の茂る山林で、容易に入ることができなかった。調査は、伐採後、 トレンチを設定

し、遺構を検出した地点より拡張する方法をとった。

調査区は、地形の関係からさらにA区 ・B区・ C区と細分した。

1区より西へ派生した丘陵の頂部を 2区Bとした。丘陵頂部の標高は 44.25mで、1区の頂部

から直線距離にして約 l20m、比高差は約 17mである。2区Bより南東側へ伸びる支丘陵を 2区

A、北束側へ伸びる支丘陵を 2区Cとし、 2区Bよりさらに西へ伸びる丘陵の端を 3区とした。

2区A (第6図）

調査区は、面栢約 200miで、調査区北西側を最裔所とする標商41.5-38.5 mで比高差が4m

あり、南東方向の下り傾斜である。伐採終了後、丘陵の尾根に沿ってトレンチを設定した結果、

5号石益土城墓や 9号石棺墓などが検出されたため、而的に広げ調査を実施した。遺構は、古墳

1基・石棺墓 l基・石蓋土城墓2基・木棺墓 l基・上城墓5基を検出した。

2区B (第7図）

調査区は、面積約 1000mtで、調査区中央を最協所とする標高44.25-42mの範囲を設定した。

尾根の東側にトレンチを設定した結果、集石遺構を検出し、周辺より火葬蔵骨器片などが出土

した。また、丘陵尾根などで石蓋等を検出したことから拡張し、面的調査を実施した。遺構は、

石棺墓2基 ・石蓋土城墓2基・土城墓 l基・集石遺構などである。再度広範囲に調査をする必

要があったため人力で及ばない範囲を重機で拡張した。拡張後遺構は石蓋土城墓6基、土城墓 l

基を検出した。

2区C (第6図）

調査区は、面積約 300面で、調査区の最高所標高 39.25~ 36.50mの範囲を設定した。2区B

から北東へ派生する支丘陵上で、当所より墳丘状の高まりとそのほぽ中心部に盗掘城が確認さ

れていたため、 l区の 1号墳 ・2号墳につづき 2区Cの3号墳として、調査を実施した。
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3. 3区 （第8図）

3区は、 2区の最高所からさらに西

へ約 IOOm進んだところに位置し、こ

こで再び丘陵の頂部となる。2区から

3区の間は、狭長な尾根でつながって

いるもののやや鞍部であったため、

トレンチを入れ試掘調査を実施した

が、遺構は認められなかった。3区よ

り西は、急傾斜となり、 1区より伸び

てきた丘陵はここで一旦途切れてい

る。

現況は、 2区同様雑木に覆われてい

たため、人力で伐採し、 トレンチの

掘削を実施した。調査は、尾根の軸

に沿って設定した トレンチから 、石

蓋を検出したため拡張した。調査面

積は約300吋あり、最高所標高は41.1

mで調査区の北西端に位置する。

遺構は、 土渡墓 l基 ・石蓋土城墓 l

其•土坑 l 基を検出した。

4. 4区 （第4図）

4区は、 2区Cより北東へのびる支

丘陵上で、約 100mのところに位阻す

る。独立丘陵の高まりがあり、大型

円墳の指摘もあった。丘陵頂部の標

高は、 38.50mを測り、 2区Cからのび

る丘陵鞍部からの比高差は、4m を測

る。

トレンチは、頂部を中心に東西方

向に入れて調査を実施した。頂上付

近では、表土より 50cmの深さで地山

を検出し、盛土などは確認されなか

った。さらに主体部を検出するため、
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第8図 3区遺構配置図 (1/200)

-12-



頂部を面的に広げたが、遺構なども確認されなかった。

その後調査は、頂部から斜面にかけて放射状にトレンチを入れ試掘をおこなったが、なおも

遣構は検出されず、埋土中より須恵器片などの遺物を出土したに留まる。

結果、明瞭な遺構はなく本調査には、至らなかった。

5. 5区 （第9図）

5区は、3区から北北東へ l段下ってのびる丘陵上で、この丘陵先端の 7区から約 JOOm戻っ

た所に位置する。2区Cや4区からは、笠松池を含む谷を挟んで、北約 200mのところに位置す

る。周囲は、畑などの開墾で地形がかなり改変しており、崖浴ちになっている。頂部も、岩盤

などが露出していたことから削平うけていると考えられるが、調査区の北東端より石室が確認

された。また、丘陵残部が前方後円墳の形を呈していたため、調査区を広めに設定し、面積約

700面を範囲とした。頂部の標高は、 29.74mを測る。

遺構は、古墳 l甚、木棺袋 l基、石棺墓 l基を検出した。

6. 6区 （第4I~ ) 

6区は、 3区と 5区の西側を範囲とする。試掘調杏の結果、遺構は認められず少最の遺物を出

」：： したに留まる。

7. 7区 （第 IO, 11図）

7区は、 5区からさらに北北東へ張り出した丘陵の先端に位置する。工事区全体の丘陵の中で

は、釣川に最も張り出している。当初から市内では、やや大形の規模をもつ円墳が確認されて

おり、宗像市遺跡分布地図には、田久内薗2号墳として記載している。

現状は、植林と竹林に覆われており、墳丘のみが確認できる状態であった。この古墳周辺は、

著しく削平されており、遺跡の残る範囲は丘陵頂部周辺に限っていた。調査面積は、約 1000m' 

で、標高は 33.52~ 28.75 mの範囲である。

造構は、集石墓群と円墳 l基で、古墳の盛土を除去後、住居跡2棟、土坑4基が検出された。
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第2章調査の記録

1. 古墳

(I) 1号墳

1 . 墳丘 （第5, 12, 13 図• 第2表 ・図版3,4) 

本墳は、 1区の丘陵頂部に築かれた≪iiガ後円墳である。規模は、全長 30.77m、後円部径

20.28m、くびれ部幅8.13m、前方部幅 10.98mで非常に小形である。また、後円部頂部から前方

部頂部の比高差は、 0.97mを測る。埴輪、葺石、周溝など外表施設は、検出されなかった。墳

丘盛土は、後円部の束側で最も厚く、前方部では、地Lli整形のみである。墳形は、くびれ部が

後円部から前方部にかけてカギ状に繋がっているところが特徴である。

土層の調査

土層は、前方部を北側として、後円部は、南側土層 ・東側土層 ・西側土層、くびれ都は、東

側土層• 西側土層、前方部は、東側七層• 西側土層とし、後円部南側を除き主軸土層とした。

土層は大きく 5層に分けられる。

0層：表土

l層 ：自然堆積土 （暗褐色から明黄褐色で細砂粒）

2層 ：第3主体部の盛土（黄褐色細砂粒）

3-a層：第 1第2主体部の盛土（明黄褐色細砂粒）

3-b陪：墳丘を補強する（一部で版築状に検出）

4層 ：古墳築造時の盛土（暗褐色シルト）

5層 ：地山風化土

後円部南側は、墳裾から 0.53m幅で平らな面を有す他は、墳丘頂部からほとんど急傾斜で下

る。墳裾から高さ 0.54mまでは、地山整形である。盛土は、旧地形に覆う程度で4層と 3-b

層が検出され、墳頂部で2層が検出された。

後円部東側は、墳裾から高さ 1.23mまでは、地山整形であるが、一部31号墳の溝で削られる。

墳丘の旧地形には、起伏があり、築造当初4・5層でその起伏を埋めたと推測される。その後

3-a層と同時に3-b層によって盛土の補強をおこない、東側からの景観をさらに発揮させた

ものと考えられる。最後に2層によって盛土は完成する。

後円部西側は、裾から高さ 0.38m削り出して地山整形し、低い部分に4層を、その上に3層

を施す。東側トレンチに比べ比高差がなく盛土も少ないため、東側からの娯観に比べるとやや

劣る。

くびれ部東側は、基底部より高さ 0.67m削り出して整形し、墳丘は、自然地形の傾斜を利用

している。基底部を削り出した分、基底部の外側にもフラットな面を 1.05m有す。丘陵斜面は、
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急峻で地形に余裕がない。

くびれ部西側は、基底部より高さ 0.37m削り出して整形し、墳丘は、自然地形の傾斜を利用

している。碁底部を削り出した分、基底部の外側にもフラ ットな而を 3m有し、丘陵斜面は緩

傾斜である。

前方部東側は、盛土を有さずくびれ部同様地山の削り出 しで整形され、墳丘は、自然地形を

利用している。地山整形は基底部より裔さ 0.34m削り、それに伴って基底部より外にややフラ

ットな面を 1.85m有し、その外側は、 自然傾斜となる。

前方部西側は、盛土を有さずくびれ部同様地山の削 り出しで整形され、墳丘は、自然地形を

利用している。地山整形は基底部より高さ 0.67m削り、それに伴って基底部より外にややフラ

ットな面を 2m有し、その外側は、 自然傾斜するc

主軸土層は、後円部上で若下の盛土を確認したが、前方部 1-.では、表十．と腐植七で盛士は確

認できなかった。前方部稜線上の中ほどより 26号小石室が検出されたが、腐植十尼層より切り込

まれているため 1号墳に伴わない。

墳形の調査

前方後円墳という墳形は、現状で確認できたが、具体的な部分に関しては、各土層トレンチ

によって墳裾を確認し、そこから面的に広げ、地山整形を手がかりに調資を実施した。

後円部の東側および南側墳丘は、基底面から急な角度で傾斜している。これは丘陵自体の急

峻な地形をそのまま取 り込んでいるものと考えられる。西側は、古墳築造以前、丘陵頂部から

そのまま緩やかな傾斜を呈していたと考えられ、地山整形時かな り削り込んで円形に整えてい

る。

前方部の墳丘は、丘陵の地形をそのまま利用し、 34~67cm 程度の段をつけて形を幣えてい

る。

第 2表 1号墳 墳丘計測表
弔位m

部位 地山頂部標裔 ※方向 墳裾標高 比高差 中軸から墳裾 径 ・幅 地山整形の高さ

南側 48.50 3.06 10.65 0.54 

17.65 

北側 50.62 0.94 7.00 

後円部 51.56 

東側 48.56 3.00 10.58 1.23 

20.28 

西側 49.52 2.04 9.70 0.38 

束側 48.87 1.73 5.05 0.67 

くびれ部 50.60 8.13 

西側 49.70 0.90 3.08 0.37 

東側 48.94 1.65 5.90 0.34 

10.98 

前方部 50.59 西側 49.5 1.09 5.08 0.67 

中軸 50.1 0.49 0.38 

後円部頂部から前方部頂部 0.97 全長 30.77 

※前方後円墳の前方部主軸方向を北とする。
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くびれ部は、後円部裾から調査を進め、西側より墳裾の検出を実施した。後円部から前方部

に達しても通常屈曲する位置で曲がらなかったため、円墳と方墳ではないかと考えたが、約 1

m入り込んだ所で、くびれの屈曲が確認された。前方部側では、ずれた幅をカギ形に整形し前

方部に取り付いていることが確認された。東側くびれ部も同様である。

2. 主体部 （第 14 図• 第3表 1~ 4・ 図版s)

主体部は、後円部の頂部に4基検出された。第 1主体部は、後円部の中央部にあり、最初に

造られる。その後北側に第 1主体部の墓城を切って第2主体部が造られ、続いて第 1主体部の

南側の墓壊を切って、第3主体部が造られる。第3主体部は、第2主体部を投う盛土から切り

込まれることから、 3番目に造られたのは確実である。第4主体部は、検出時第 1主体部の墓墟

を切っていることが確認されたが、盛土がほとんど削平されていることから、他との新旧関係

は不明である。

主体部の調査

主体部の調査は、平成5年度に試掘確認調査をおこなった。 トレンチは、後円部のほぽ中心

部分で東西方向に長さ約4m、幅約80cmの第 1トレンチと、その南側と北側に 2本づつ第 2ト

レンチから第5トレンチを設定した。深さは、墓城検出面までである。その結果2基の主体部

が切り合っていることが確認された。

今回はそのトレンチを先に掘り上げ、どの部分の粘土が検出されたのかを先に確認し、そこ

から面的に広げることにした。

第 1トレンチでは、主体部の切り合い部分を確認していたが、調査の結果第 3主体部が第 1

主体部を切る部分であった。さらに第 3トレンチで確認されていた墓城ラインは、第 1トレン

チで確認していた第 1主体部のコーナーのラインと若干のずれがあったため、面的な調査をお

こなった結果、第2主体部が新たに検出された。第3主体部は、第2主体部盛土である黄褐色

細砂粒土層から掘り込まれ、さらに第 1主体部を切ることがわかった。

後円部西側トレンチでは、墳頂部より表土からわずか5cmの深さで、壷棺を検出した。壷棺

は、第4主体部とし、主体部は4基あることが確認された。

第 1 主体部 （第 1 5 図• 第3表1. 図版6)

第 1主体部の墓堀は、南北両側に造られた第2主体部と第3主体部にそれぞれ切られ、西側

も上面が削平により失う。東側は残存する。埋葬城は、切り合いの影響を受けずなお深いため、

ほぼ完存する。

埋葬主休は、割竹形木棺を想定する粘土榔であるが、棺材は残っていない。粘土榔は、埋葬

城床面に、粗雑な灰白色粘土を全面に貼っている。木棺の底部は、横断面U字形を呈している。

検出時粘土は既に陥没した状態であったが、下粘土と上粘土に挟まれて床面が残っていたため、

木蓋の上部を粘土で覆っていたものと想定される。

小口部の掘り込みは確認できず、小口は、木棺内で納まっていたものと想定される。埋葬城

と小口の間は、粘土で固定され、東側小口は、異色の粘土を版築状に詰めている。
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顔料は、木棺床面の頭部の一部と、頭部東側の副葬品が一•括出土した付近に集中して塗布し

ている。

第 2 主体部 （第 16 図 • 第3表2・図版7)

第2主体部の墓壊は、第 1主体部の墓城北側を切ってつくられる。西側は、上面が先の削平

により失うが、 3辺は残りが良い。平面形は隅丸の長方形を呈し、断面形は 2段掘りで埋葬堀に

粘土を貼っている。

埋葬主体は、割竹形木棺を想定する粘土榔であるが、棺材は残っていない。粘土榔は、埋葬

堀床面に、上層の黄白色粘土と下層の灰白色粘土を 5~ 1 0cm の厚さで全面に貼っている。 木棺

の底部は、横断面U字形で、やや平らな面を有している。1号主体部同様、検出時既に粘土は

陥没した状態であったが、下粘土と上粘土に挟まれて床面が残っていたため、木蓋の上にも厚

さ5cm程度の粘土が覆っていたものと推定される。

小口部の掘り込みは確認できず、 小口は、木棺内で納まっていたものと想定される。東側小

口と 、埋葬城の間は粘土を詰め固定されるが、西側小口は、固定の痕跡が認められない。

顔料は、床面全体に途布されていた。

第3主体部 （第 17, 1 8 図 • 第3表3・図版8,9) 

第3主体部の墓堀は、第 1主体部 ・第2主体部を覆う黄褐色細砂粒質土の盛土より切り込ま

れ、平而プランは、隅丸長方形である。墓城検出面とほぽ同じ高さで棺のタガの一部が検出さ

れた。棺の表面は、白色の細砂粒質粘土で覆われており、格子状のタガが確認された。上面に

付着する粘土および埋土を除去後、棺は上蓋と身と下蓋の 3分割からなることが解り、円筒棺

であることが確認された。身の上面は既に土圧によって棺内に割れて落ち込んでいたことから、

棺内は当初空洞であったと想定される。人骨は、既になく内部は崩落時の埋土が詰まっていた。

土層の観察で、墓城に棺本体を埋設する方法を 7段階の工程で復元する。

1工程 第 1主体部と第2主体部および古墳の盛土を馴らす。

2工程 盛土から墓城を掘削し、棺のサイズに合わせ埋葬城を掘り窪める。

3工程 埋葬城に粘土を敷き、棺身を固定する。

4工程 上蓋と下蓋を棺身にはめ込んで、蓋がずれないよう外から粘土で固定している。

特に上蓋は、黄白色粘土と灰白色粘土を交互に使用し押し固めている。

5工程 埋葬壊の深さまで埋め込んだところで一旦中断し、墓壊の両端に礫を置いている。

6工程 棺本体が見える部分全体を粘土で覆う。

7工程 墓壊に盛土をする。
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1 : 灰褐色シルト （紫・黄色の地山粒子含む）

—_ 51.SOm 
2 

2 : 黒褐色シルト

3 : 褐色土 （礫を多く含む）

- 4 3 — 4: 明黄褐色砂粒質土 （円筒棺を覆う）

5 : 黄褐色シルト

6 : 粘土ー 1膏灰色

-2黄白色

-3黒灰褐色

゜

51.SOm 

2m 

第18図 1号墳第3主体部土層図 (1/40) 

第 4 主体部 （第 19 図• 第3表4・図版9)

第4主体部の墓城は、第 1主体部の西側より検出された。平面プランは、楕円形を呈し、底

部は棺身と棺蓋を安定させるため段を有している。

埋葬主体は、壷棺である。壷棺は、棺身が二重口縁壷で、口縁部の屈曲部に、棺藍の口縁端

部を噛み合わせて埋納していた。

3. 出土遺物

墳斤周辺では、西側くびれ部（第20図）より壷の底部2点と器台（第58図 I~3)が出土し

た。そのうち壷 (I)の内面には、赤色顔料が埋納されていた。その外 1号墳周辺より土器の小

片（第58図4~7・第11表4~7・図版26)を出土しているが、これは 1号墳には直接伴わない。

第 1 主体部 （第 2 1 図 l 出土状況 • 第66図 I~ 3・ 第 12表 I~3・ 図版30)は、床面東側よ

り鎚 ・鉄斧・刀子が出土した。鈍は、ほぽ直角に折り曲げられており、刀子は、鈍の上で浮い

た状態で出土し、鉄斧も主軸に対して 45 度の角度で出土したc この状態から一点—•点丁寧に置

いたとは考えられず、一括まとめて置いたものと想定される。

第 2 主体部 （第 21 図 2 出土状況 • 第66図4~ II・ 第 12表4~II・図版30)は、床面東側

より、鋤先・鈍・ 鉄斧 2 . 刀子4が出土した。出土配置は、鋤先と鉄斧、鎚と刀子がそれぞれ

左右に分かれているが、いずれも方向が一定していないことから、ここでも一点一点丁寧に箆

いたとは考えられず、一括まとめて置いたものと想定される。

第 3 主体部 （第 2 1 図 3 出土状況• 第66図 12~ 16・ 第 12表12~ 16・ 図版30)は、棺身の

内部床面より、刀子5が出土した。刃をいずれも南西に向けてまとまって出土したことから、

一点一点丁寧に置いたか、意図的に柄の方向を揃えたものと考えられる。

円筒棺 （第56図・図版25)

上蓋の規模は、内径74~ 69cm・ 器高46cmを測る。
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外面は、格子状の突帯を貼る。突帯の数は、横3本、縦14本である。調整は、天井部に不定

方向のJヽ ケ、中位は、縦のハケ目調整後に突帯を貼り、口縁側は突帯貼り付け後に再度縦方向

のハケを施している。

内面は、口縁部から高さ 7cm幅で、ナデによる調整、中位下段は、横方向のハケ、上段は、

左上から右下方向のハケ、 ヒ段から天井部にかけて一部にエ具による調整を施す。

赤色顔料は、内面ほぽ全而に塗布される。

身は、上蓋側と下蓋側で口径が異なり、円錐形を呈す。規模は、上側口縁部内径66~ 55cm 
で楕円形、下側口縁部l勺径は、 44cmでほぽ円形である。全長は、 192.5cmを測る。

外而は、格子状の突帯を施し、上部の 1条は、高く突き出る。突帯の数は、横 14本、縦 17

本である。調整は、上側の口縁部から突帯までが縦方向のハケ、下側の口縁部から突帯までは、

一部横方向のハケである。胴部は、全体にハケを施していたと考えられ、方向は、縦 ・横・斜

めいずれも認められる。ハケ目調整後に突帯が貼り付けられ、突帯裾には、貼り付け時の指ナ

デ痕が、ハケ目を消している。さらに一部の格子内には、ハケ目痕をも全面ナデ消している。

内面は、ハケ目調整を施し、ほとんどが横方向と左上から右下にかけての斜め方向で縦方向

は見られない。下側口縁部は、端部から小刻みな横方向のハケ目ではじまり、端部より 40~

90cmの範囲では、製作時についた、指圧痕が等間隔に認められる。上側口縁部は、端部から

30cmまでのところは、ハケ目調整はほとんど見られない。

赤色顔料は、内面全面と外面の両口縁部から突帯までの間に塗布される。

下蓋の規模は、内径57cm・ 器嵩35.5cmを測る。

外面は、 2条の突帯を貼る。調整は、底部に不定方向のハケ目を施し、中位から口縁部にか

けてハケ目は認められない。

内面は、口縁端部から小刻みな横ハケ調整を施し、徐々にハケの長さが長くなる。端部より

11 ~ 16cmの幅で左方向のエ具による調整を施し、胴部下位から底部にかけて一部ハケ目調整
を施す。

赤色顔科は、内面にほぼ全面塗布される。

第4主体部の壷棺 （第57図・図版9,26)は、棺外より刀子 I(第66図 17・ 第 12表17・図版

30)を出土した。

棺蓋は、 1/3ほど残る。口縁上半部は、やや段を有し、端部は如意状に外反する。頸部は、

「く」の字状に折れ、胴部は、肩部に張りがなく弧状に開く 。調整は、口縁部でナデ調整し、胴

部外面は肩部に縦方向のハケ目を施す。内面は、エ具による削 りと考えられるが風化が著しく

判断しがたい。

棺身は、口縁部 1/2と胴部の一部を失うが、ほぽ完形に復元できる。口縁部は、二厘口縁で

ほぼ龍線的に立ち上がる。口縁端部には、段を有し、口縁下部にも l条の張り出しを有す。胴

部は扁球形で上半部に最大径がある。底部は丸底である。調整は、口縁部内外面ともにナデ調

整で、胴部外面は、肩部でヨコ方向のハケ目調整、中位から下部にかけてタテ方向のハケ目調

整を施す。胴部内面は、ほぼ全面にエ具による削り調整である。胴部中位には、水抜きと想定

される穿孔が認められる。
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(2) 2号墳

1 . 墳丘 （第5, 12, 22 図 • 第3表5・図版 10)

1区 1号墳の北側で丘陵の稜線上に造墓される。規模は、南北 13m・東西 11mのやや楕円形

に近い円墳で、墳高は、最大2.2mを測る。墳丘の南側には、墓域を区画する堀切があり、1号

墳の前方部裾から堀切の外周までは II.Smで、 一定の空間を保っている。堀切は、幅3.5m、深

さは表土から 70cmを測り、堀切部分の培裾および外周が直線的であるこ とから、方墳との指摘

もあったが、墳裾の地山整形面を検出したところ円形であることを確認した。

土思の設定は、墳丘の中心から丘陵稜線の方向と、それに直行する方向にあわせ、さらに主

体部の墓城を而的に検出するため、ベルトを十字に残し、掘り下げていった。

墳丘は、碁底面から表土までの厚さ約80cmを測り、 1号墳や38号墳に比べるとほとんど盛

土によって高さが保たれている。土層は、暗褐色砂粒土層や青灰色風化砂礫土層、橙褐色細砂

粒土層を交互に積み上げ、一気に盛り卜．げたものと想定される。また、盛土の土質などは、当

古墳の地山整形面と類似する ことから、地山整形時の廃土を盛土に転用しているものと想定さ

れる。地山整形面から主休部は掘り込まれていることから、盛上までの行為には、時間差が考

えられる。

2. 主体部 （第23図・第3表5・図版 11)

主体部は、地山整形で整えられた墳丘面の中心ではなく、やや西にずれて検出された。この

ことは当初よ り、複数の主体部を造墓する予定があったのではないかと推測される。

墓城の上面プランは、隅丸の長方形である。墓城の中央に浅い埋葬城があり、横断面では2

段の掘り込みである。埋葬施設は、割竹形木棺墓の直葬を想定するもので、両小口部に幅5cm

程度の白色粘土が確認され、両側面にも礫をならべていた。これは木棺の小口部と木棺そのも

のを固定するために使われていたものと推測する。

埋葬城の床面は、赤色顔料が全面に塗布されている。特に南側では枕状の高まりをもち、頭

位が想定される。

3. 出土遺物

墳丘 （第24図・図版 11)からは、東側の地山整形面と盛土の境より高杯が3点、いずれも杯

部を伏せた状態で出土した。二重口縁壷の口縁部の一部や壷の底部などは、墳丘からの流出土

中より出土したことから現位置を留めていない。（第58図8~ 15・ 第11表8~ 15・図版26)

主体部（第23図 ・図版11)からは、屍床中位より切先をすべて北に向けた鉄剣2と鉄刀 lが

出土し、北西端には鉄鏃が21本鏃身部をすべて北に向け束ねた状態で出土した。棺外の北西側

より鉄矛 lを検出した。（第67図 I~21・ 第68図1~5・ 第 12表 18~ 43・図版30)
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(3) 3号墳

1 . 墳丘 （第6,25図 ・第3表6. 図版 12)

本墳は、 2区Cより検出された円墳で、当初より墳丘とその中央部に盗掘坑が認められた。

墳丘規模は、径8.75m、墳高 1.20mを測る。

調査は、最初に盗掘城から掘り進めていった。主体部完掘後、主軸に沿って墳丘の割付をお

こなった。墓道は、西側に取り付くため、土層は南側・東側 ・北側で観察を実施した。

南側土層では、墳裾から高さ 90cm削り出して整形している。盛上は、 20cmほどで、残り

50cmは、盗掘時に掘り上げた廃土である。主体部の中心から墳裾まで4.75mを測る。

東側土層では、墳裾から高さ 66cm削り出して整形している。盛土は30cmほど残存し、 10cm

は、表土である。主休部の中心から墳裾まで3.80mを測る。

北側土層では、墳裾から高さ 51cm削り出 して整形している。盛土は 14cm残存し、表土は

8cmである。主体部の中心から墳裾まで4.00mを視IJる。

墳丘の西側には、丘陵と墓域を区画する馬蹄形溝がある。規模は、幅3.54mで、深さ 50cmで

ある。

2. 主体部 （第 25 図 • 第3表6・図版 12)

主体部は、単室の横穴式石室である。墓塀上面プランは、長方形を呈し、幽側の短辺を削り

出して丘陵の高い方へ墓道を付設している。

石材は、ほとんど盗掘によって失うが、腰石である奥壁 1石と右奥の側壁 l石、左墓道側の

側壁 l石が残る。石室プランを復元すると、奥壁 l石・右側壁5石・左側壁4石で両袖石を構え

て玄門としていたと推測する。敷石は、 5~ 10cm大の礫を使用し、玄室床面の中央部分に検出

されている。

3. 出土遺物

遣物のほとんどは、本墳の西側を区画する馬蹄形溝内のやや南から検出された祭祀土坑（第

26図・図版 12)より出土した。逍物は、須恵器甕3・須恵器高杯 l・須恵器臨 1・擬似須恵土

師器胞 lの一括資料である。甕および須恵器胞は、いずれも底部を内側から打ち割られている。

高坪や胆などの特徴から、 TK208~ TK23の時期に相当する。（第60図 1~ 4・ 第61図 1~ 

3 . 第11表24~ 29・ 図版27)
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第25図 3号墳主体部及び墳丘土層図 (1/80・1/40)
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第26図 3号墳祭祀土坑実測図 (1/20)

(4) 4号墳

l . 墳丘 （第9図 ・第3表7・図版 12)

本墳は、 5区より検出された。盛土は、既になく、墳形も後世の造成によって定かではない。

墳丘は、南西から北東方向にのびる自然の丘陵地形を利用して造られている。南西側では、墓

域を区画する溝は検出されず、墓城から 15mほどのところで崖落ちとな り、北東側は、墓城か

ら2.5mのところで崖落ちとなる。前方後円墳とするには、外表施設などはなく 、墳形もかなり

荒らされているこ とから根拠に乏 しいため円墳とする。

2. 主体部 （第27,28図 ・第3表7・図版 12)

主体部は、北西側の短辺に墓道が付設される、単室の横穴式石室である。墓城の上面プラン

は、長方形を呈す。

調査前、天井石や側壁は、玄室内に落ち込んでいたため、チェンプロ ックおよび人力で転石

および玄室内の埋土を除去した。その結果、玄室の側壁は、梢石の上面の高さまで残ってお

り、梢石および閉塞石なども確認された。
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左側壁の腰石は、 5石使用している。腰石より上に積まれた石材は、右袖石の高さに一旦そ

ろえ、さらに石材を積んでいる。

奥壁の腰石は、玄室幅の長さの石材を 1石据えて、 2段目は、左側壁の奥壁側の腰石に高さを

あわせている。3段目からは、右側壁にあわせて積み上げている。

右側壁の腰石は、 3石使用し、奥壁側の腰石が最も高く、中央の腰石がそれより約20cmほど

低く、袖石側の腰石がさらに約20cmほど低くなっている。そのため上に積まれた石材も、高さ

の調節を考えている。低い腰石の上には、 一段分の石材を積み中央の腰石の高さにあわせ、さ

らにその上に一段積んで、奥壁側の腰石の高さにあわせている。いずれの高さも揃った段階で、

上に石材を積む。

玄室のプランは、やや胴張りである。

玄室の床面は、 5~20cm大の石を敷いているが、奥壁側の2/3ほどが盗掘等によって紛失し

ている。

袖石は、 左右とも高さ 60cmほどの立石を据え、その上に2段積んで梢石が載る。

゜

｝ 
1m~/ 

第 28図 4号墳閉寒状況図 (1/40) 
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前庭側壁は、墓道床面から積み上げ、袖石などに組み込まれ、さらに梢石の上面まで達する。

このことは、 3号墳、 14号墳に比べ、新しい構造である。

閉塞石は、嵩さ 90cm ・幅60cmの一枚岩で塞ぎ、隙間を埋めるように小礫を詰め込んでいる。

墓道は、北西側に開口し、外へ約 15度の傾斜で上っていくが、玄門から長さ I.Smのところ

で大きく削平される。

3. 出土遺物 （第69~76 図 • 第 12表50~ 184・ 第13表15~ 57・図版3l) 

遺物はいずれも玄室埋tより現位置を留めずに出土した。土器の出土はみられず、おもに鉄

器と装身具である。鉄器は、馬具 （杏葉・轡・輪鐙・辻金具）、武器 （鉄刀、鉄鏃）、エ具 （小

刀 ・刀子）などが出土し、装身具は、玉類で、勾玉 ・切子玉 ・管玉・空玉、土玉、丸玉および

小玉が出土した。柱状片刃石斧も埋土中より出土したが、流れ込みである。

(5) 14号墳

1 . 墳丘 （第 6 図 • 第 3 表 8 . 凶版 12)

本墳は、 2区Aのほぽ中央に検出した古墳である。盛土は既になく、墳丘裾は、丘陵地形を

そのまま利用している。主体部の西側には、尾根を切って古墳を区画する溝が検出された。溝

の規模は、幅1.3m・ 深さ 30cmを測る。この溝から墳丘を復元すると、径8m程の円墳である。

2. 主体部 （第 29 図• 第3表8. 図版 12)

主体部は、単室の横穴式石室である。墓堀上面プランは、長方形を呈し、西側の短辺を削り

出して丘陵の高い方へ墓道を付設している。

石材は、側壁や腰石など検出されず、すべてが抜かれていた。抜痕からプランを復元すると、

奥壁2石 ・右左とも側壁4石 ・両袖石は、 1石づつ据えるタイプと想定する。敷石は、ほぽ中央

部に固まって検出された。

3. 出土遺物

遺物は、墳丘南側より須恵器小片が多数出土したが、ほとんど復元できず口縁部のみ図示し

た。（第63図I,2・ 第 11表42,43・図版28)

主体部からは、玄室床面の敷石上面より勾玉 ・丸玉などがまとまって出土した。（第63図 12

-23・ 第13表3~14・ 図版30)
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(6) 21号墳

1 . 墳丘 （第5図・第3表9・図版 13)

本墳は、 1区1号墳の後円部西側より検出された。盛土は、確認できなかったが、後円部と境

を画する溝を検出した。溝の規模は、最大幅 1.Sm、深さ 30cmである。基底面は、地山整形に

よって高まりを有しており、墳形は円墳である。推定規模は径約6m、高さ Imにも満たない。

2. 主体部 （第30図 ・第3表9. 図版 13)

内部主体は石棺系竪穴式石室である。墳丘上面がかなり削平されており、天井石などは既に

なかった。腰石は、両小口部に 1石づつ組み、右側壁に 8石、左側壁に6石組んでいたと考え

られるが、左側壁の南西側2石は、石抜痕である。北東側小口部から両側壁の 3石目までは、

腰石の上に 1段石材を積んだ状態で検出した。石材は、腰石の一部に質の悪い風化の進んだ砂

岩と火山岩を含むが、ほとんどが珪化木を使用している。床面は、敷石が検出され、 3~ 5cm 

大の円礫が敷かれている。

遺物は、南東側の床面より、刀子 （第68図6. 第 12表44・図版30)が出土している。
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第30図 21号墳主体部実測図 (1/40)
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(7) 31号墳

1 . 墳丘 （第5図 ・第3表10・図版 13)

本墳は、 1区 1号墳後円部の東側に検出されたもので、後円部裾から丘陵斜面のはじまる小範

囲のスペースを利用 して構築されている。そのため、溝は、後円部の裾をやや削り込んで西側

をほぽ半周している。溝の規模は、幅 1.30m・ 深さ 60cmを測る。墳形は、西側の溝と東側の急

峻な斜面を利用して、円形にしている。径は約5.5m、墳高は約 Imである。

2. 主体部 （第 31 図 • 第3表10・ 図版 13)

主体部は、墳丘のほぼ中央に検出された、石蓋土城墓である。墓壊検出面は、隅丸長方形を

呈し、墓堀上面から深さ 40cmの所で、石蓋を検出した。遺構検出面から石蓋までの埋土は、賠

黄灰色砂質腐植土および褐色砂質土や灰黄色砂質卜などの互層でよく締まっている。

石蓋は5石使用され、隙問には拳大の礫と白色の粘土で目貼りされている。石蓋除去後は、素

掘りの上城墓が検出された。石蓋の土圧によって壁が一部崩壊し、土が内部に流れ込んでいた。

遺物は出土 していない。
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第31図 31号墳主体部

実測図 (1/40)
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(8) 38号墳

l . 墳丘 （第 10,32, 33 図 • 第3表 II・ 図版 14)

本墳は、 7区に所在する大形円墳である。規模は、復元径25.50m、墳高3.84~ 4.42mを測る。

東側墳裾は、先の開拓によって大きく削平され、 •部、 墳丘上まで影響を及ほしている 。 南側

と西側墳裾は、集石墓群によって改変され、墳形を著しく乱している。

調沓は、盛土土層と墳丘規模確認のための割付を実施したc 墳丘上面はフラットな面を有し

ていて、その中心部に杭を設定した。確実に墳裾が残っている、 5区から伸びた丘陵の稜線上

を見通して、杭を設定後直角に振った。

土層は、方位に基づき、 5区の方向を南西側とし、以下北西側、北東側、南東側の4方向と、

北側に段を有しておりその土層を確認するため、北側土層とした。

南西側は、墳裾から 1.86mの高さより盛土がはじまるc 墳裾の一部は、硬質の岩盤が露出し

ている。盛土は、墓堀検出面まで 35~ 40cmの原さである。規模は、頂部の中心から墳裾まで

の距離 13.14m、頂部の中心から墳裾までの比高差4.02m、頂部の中心から盛土基底部までの距

離6.9mを測る。

北西側は、墳裾から 2.42mの高さよ り盛土がはじまる。墳裾は、若下集石遺構の影態で段を

有している。盛土は、墓堀検出面まで最大38cmの原さである。規模は、頂部の中心から墳裾ま

での距離 12.40m、頂部の中心から墳裾までの比扁差3.84m、頂部の中心から盛土基底部までの

距離6.52mを測る。

北東側は、墳裾が大きく削平される。盛土は、 2層確認され墓城検出面より最大34cmの犀さ

である。規模は、頂部の中心から盛土基底部までの距離8.46mを測る。

南東側は、墳丘から大きく削られており墳形を確認することはできないが、ほとんど岩盤が

露出している。盛土は、 3層確認され墓城検出面より 30~ 40cmの原さである。規模は、頂部

の中心から盛土基底部までの距離7.54mを測る。

北側は、墳裾および段の基底部までいずれも盛土や祭祀造物などの検出がなく、造出しの断

定には至らなかった。段の規模は、墳裾から段の上面までの比高差 1.00m、段の上面から盛土

基底部までの比高差 1.82mで、頂部の中心から墳裾までの距離 17.50m、墳裾から段の基底部ま

での距離3.00m、頂部の中心から墳裾までの比高差4.42mを測る。

墳丘の中心付近で検出された、黄褐色細砂粒質埋土の締まった掘込みは、小規模な撹乱と考

え、 一部に主体部の粘土榔まで達しているが、大きな影響はなかった。

以上、墳丘のほとんどは、丘陵を削り出して整形しており、茸石や埴輪といった外表施設は

なく、周溝なども検出されなかった。
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2. 主体部 （第34図 ・第3表 II. 図版 15)

主体部は、粘土榔 l基で、墳丘頂部のほぽ中央より主軸を東西に向けて検出された。墓城長

は、 7.16mで、木棺内法長4.81mを測る。

主体部の検出は、盛土土層を確認しながら徐々に掘り下げ面的におこなった。主体部は、先

の小トレンチによって白色粘土を検出していたため、粘土榔と想定し掘削を実施した。墓壊ラ

インが検出されたのは、 30~ 40cmの盛土を除去した所で、粘土検出面とほぼ同レベルである。
墓堀は墳頂部に 1基検出されたが、長軸が長いため、墳頂部を切り盛りして平らな面を整え

ている。具体的には、墓城中央では、地山および旧表土から掘り込まれているが、両小口側で

は、旧地形が下っているため、盛士で水平に整形した後掘り込んでいる。

墓墟の平面形は、不定隅丸長方形を呈 している。墓城内の粘土榔の配四は、南側の墓城ライ

ンにあわせ、北東側はやや広い空間を保っている。

埋葬主体は、割竹形木棺を想定する粘」:.榔であるが、棺材は残っていない。棺の床面の中央

部分に•部赤色顔料が検出された。

墓堀床面は 、 墓堀検出面からわずか 5~30cm ほどで検出された。

粘土榔の工程を復元すると次のようになる。

1・墓戦を掘り込み床面を水平にする。

2 ・埋葬城の底部を横断面U字形に削り 、その上に、暗黄白色の粘性の弱い粘土を敷いて棺

台とする。

3・棺台に割竹形木棺を埋設後、側面を固定するため灰白色の粒子の細かい粘土を貼り付け

る。

4 . 受棺の固定が終った段階で、棺外粘土上に副葬品を添え、死者に対する俄式を執り行な

ったものと想定される。

5・蓋棺を覆い、両小口部は、小口板の痕跡を確認していることから、割竹形木棺の外から

盃をしたものと想定される。

6 . 小口部の痕跡は、あらかじめ広く掘られ、小口板の設置後粘土で固定している。このと

き、受棺と蓋棺も同時に黄白色粘土で目貼し、最終的には全面粘土で覆ったものと推測さ

れる。

3. 出土遺物

墳丘盛土内より器台（第64図1,2)が出土したが、古墳には直接伴わない。旧表土下層より

出土した壷底部、器台 （第64図4,5)、石剣は、いずれも弥生時代の遺物であり、地山整形以

前に弥生の遺構があったと想定される。（第 64 図 I ~7 · 第 11表46~ 50・ 図版29)
主体部からは、埋葬城の東側で、粘土榔南側壁内より剣 lが出土し、粘土榔北側壁内より鋤

］．鈍 1 ほかが出土した。いずれも棺を固定する粘土内からである 。 （第 77 図• 第 12表 185~ 

188・図版30)
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2. 石棺墓

2区Aより 9号墓の 1基、 2区Bより IO号墓 ・1I号墓の 2基、 7区より 83号墓の 1基の計4

基が検出された。

(1) 9 号墓 （第 6 図 • 第36図 ・第4表1・図版 16)

本遺構は、 2区Aの標高40mの傾斜面に検出された。墓城は、西側で2段に掘り込んでいて、

やや広い空間をもつ。石蓋は、隙間に小石を詰めさらに粘土で目貼りしている。

腰石は、北東側の3石が、倒れやや動いているが、その他は、内法の面を合わせている。

遺物は、北西側の蓋石と埋葬堀の間より鈍 （第63図6. 第 12表45) を出土した。また、墓

城外の 14号墳裾側より高杯（第63図3. 第 II表44・図版28)が出土した。

(2) 10号墓 （第7図・第36図・第4表2・図版 16)

本遺構は、 2区Bの頂部より東へ Sm、70cm下ったところで標高43.25~ 43.SOmの範囲に検
出された。10号墓の東側には、 11号墓が検出されたが、 11号墓の墓壊を切っている。 10・11

号墓が検出された地形は、フラットに整地されたように見えるが、 6号集石遺構の築造によっ

て削平されたものである。

蓋石、腰石ともに石材は、薄く板状に剥がれる性質の頁岩質砂岩を使用している。床面には、

赤色顔料が塗布される。

遺物は、棺内の床面北側より管玉 （第63図 10・ 第 13表1・図版30)が検出された。

(3) 11 号茎 （第 7 図• 第 37 図 • 第4表3・図版 16)

本遺構は、 IO号墓によって北西側の墓堀が切られる。石材は、埋土内より少贔検出されたが、

現位置を留めず床面まで掘り下げた結果、抜跡が確認された。棺材は、抜跡から判断して、 9

号墓に近いタイプと考えられる。

遺物は、南側の墓壊外より高杯（第63図4. 第 II表45・ 図版28)が出土した。

(4) 83 号墓 （第 9 図 • 第40図 ・第4表4・図版 16)

本遺構は、 5区4号墳の南東側斜面より検出されたが、地形の改変によって南側が大きく破壊

される。棺は、両側壁2石と小口 1石、蓋石 1石がかろうじて残っている。蓋石周辺には、固

定のための粘土が検出された。石材はいずれも、変成岩質の塊石を使用している。
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3 . 石蓋土堀墓

l区より 22号墓の 1基、 2区Aより5号菜と 19号墓の2某、 2区Bより12・13・73・74・

75・77・78号墓の 7基、 3区よ り34号墓の 1基が検出されている。

(1) 5号墓 （第6図・第38図・第5表I. 図版 17)

本遺構は、 2区Aの最高所である標嵩41.40mより検出された。函城の北側は、盗掘による撹

乱が認められ、石蓋も南側の l石を残してすぺて欠失する。この東側では蔵骨器の破片が現位

僻を留めず出土した。（第62図 I,3, 6・ 第 11表35,37, 40・図版28)

(2) 12 号墓 （第 7 図•第 38 図 • 第5表2・図版 17)

本造構は、 2区Bの頂部である標高44.20mより検出された。石蓋は、 7伝使用し、両側から3

石づつ置き、最後に中 1石置いているものと想定される。石蓋除去後、西側の小n部には、板
石を立てており、床面西側と板石の間には、赤色頗料による枕状の高まりを有している。蓋石

の下面と埋葬城床面までの空問は、 18cm程度で狭い。各石蓋の断面を観察すると、小「lの板石

に載った蓋石には変化がないが、それ以外の蓋石は、下に沈み込んでいる傾向が伺える。

(3) 13 号墓 （第 7 図 • 第39図 ・第5表3・図版 17)

本遺構は、 2区Bの頂部より北西へ約 12mで、標高42.90mより検出された。石蓋は、 6石使

用している。石薔除去後すぐに地山が検出された。

(4) 19 号墓 （第 6 図 ・ 第 38 図 • 第 5 表 4 . 図版 17)

本遣構は、 5号墓の東約4111の所で検出された。南側には隣接して 8号墓が検出されている n

石蓋は、 3石使用され、石材は花尚岩でいずれも風化している。隙問は、小石をはめ込み粘 I:

で目貼りしている。石蓋除去後、埋葬城の深さは、 38cmを測る。

(5) 22 号墓 （第 5 図• 第 35 図 • 第5表5・図版 18)

本遺構は、 1号墳の西側くびれ部付近で検出された。1号墳の地山繋形後に造墓されたものと

想定される。石蓋は、 3枚の石材を 2段に謳ねた状態で検出された。規模は小さく埋葬堀も狭い

ため小児用と考えられる。

(6) 34 号墓（第 8 図• 第 40 図• 第5表6・図版 18)

本遺構は、 3区の頂部より 15m南東側へ下った稜線上で標高40.6mに位置する。当初より墓

壊は認められず、石蓋が検出された。石蓋は、北西側に4石認められ、そのうち 1石は、埋葬

堀内に落ち込んでいた。埋葬城の長さから石蓋は、南東側に 3石程あったものと想定されるが

欠失する。

-so-



(7) 73 号墓（第 7 図 • 第39図 ・第5表7・図版 18)

本逍構は、 2区B頂部から南へ約 IOmの傾斜面に検出された。そのため墓城は、南側が欠失

する。石蓋は、 7石検出された。石蓋の断面は、西側の小口部が高く、中ほどから東側は全体

的に沈み込んだ状態である。埋葬堀は、墓堀や石蓋の規模に比べるとかなり小さい。

(8) 74号墓 （第 7 図• 第 39 図• 第5表8. 図版 18)

本遺構は、 73号墓の西側に隣接した所で検出した。遺構の上に樹木があり、石蓋のほとんど

は、根に巻き込まれた状態で検出された。そのため現位罹を保つものは 1石のみである。墓城

は、北側で残りが良く、南側では欠失する。石蓋を除去後、石蓋下面から埋葬城の床面までは、

11cm程度で浅い。床面には、所々赤色顔科が認められる。

(9) 75 号墓 （第 7 図 ・ 第 39 図 • 第5表9・図版 19)

本遺構は、 2区Bの頂部から北西側に約 17mで、標裔42.lmに位置する。地形は、西側へ緩

く傾斜しており、 トレンチ調査でこれより西側での遺構は、認められなかった。石器は、 4石

検出され、埋葬城は、石蓋の中軸よりやや北側にずれて検出された。床面は、周辺地形と同様

の傾斜があり、東側が高く 一部に赤色顔料が検出された。

(10) 77 号墓 （第 7 図 • 第 39 図 • 第5表 10・悩版 19)

本遺構は、 2区Bの頂部から北北西側に約20m、標高42.2mに位置する。南側3mには76号

墓が検出されている。石蓋は、 4石検出された。石蓋を除去後、石菟下面から埋非城の床面ま

では、約 10cm程度で浅い。

(11) 78 号墓 （第 7 図 ・ 第 38 図 • 第5表 11・図版19)

本遺構は、2区Bの頂部から北へ25mで、標高41.50mの稜線上に位置する。石蓋は、 8石検

出され、そのうち 4石が埋葬城内に落ち込んでいる。埋葬城の東側壁は、崩落時の石蓋の重圧

で変形している。
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4. 木棺墓

1区より 80号墓、 2区Aより15号墓、 5区よ り72号墓と 3基検出された。

(1) 15 号墓 （第 6 図 ・ 第 37 図 • 第 6 表 I )

本遺構は、 9号墓の北側より隣接して検出されたが、主軸方向は等高線にほぽ直角である。

墓城の西側には、弧状に溝が検出されたが、疼域を区画するものかどうかは不明である。墓城

床面には、組合木棺を想定する掘り込みが4方に検出され、北側では棺外に広い空間をもつ。

(2) 72 号墓 （第 9 図 ・ 第 40 図 • 第6表2)

本遺構は、 5区4号墳主体部の左側墓猥J:.面と北東側崖際の間より検出されたが、位置的には、

7区38号墳との関連の強い逍構と考えられる。埋葬壊の床面は、U字形を呈し、 一部で粘卜の

使用が認められ、割竹形木棺を想定する直葬である。

(3) 80 号墓 （第 5 図 • 第 35 図 • 第6表3・図版 19)

本遺構は、 1区 1号墳後円部の南側より検出され、これよ り南は急な下り傾斜となる。墓城は、

北側のコーナ一部分が一部残ることから 2段掘りと考えられる。埋葬塀は、横断土層の観察に

より、床面両裾で灰白色シルト土層が確認され、中央床面は地山を削り込んで断面をU字形に

していることから、割竹形木棺を想定する直葬である。

5 . 土城墓

1区より 23・27・ 28・29・79号墓の5基、 2区Aより 8・16・17・18・20号墓の5基、

2区Bより 7・76号墓の2基、 3区より 33号墓が検出された。

(1) 7 号墓 （第 7 図 • 第 37 図 • 第7表I. 図版20)

本遺構は、 2区B13号墓の南2m程の所より検出された。墓城の平面形は、オ脊円形を呈し、

中央部分に埋葬堀が検出された。埋葬城の深さは、検出面から床面まで 10cm程度で浅い。

(2) 8 号墓 （第 6 図 • 第 37 図 • 第 7 表 2 . 図版20)

本遺構は、 2区A19号墓の南側に隣接して検出された。墓壊を検出する前に礫が4石並んで

出土したことから、先に礫を計測し除去した後でその直下より墓城を検出した。

(3) 16 号墓 （第 6 図• 第 39 図 • 第7表3)

本遺構は、 9号墓の南東側約2m、標高39.6mの位置で検出された。墓城の東側の小口は、板

石を使用している。墓堀西側は、かなり削平され、一部は床面に達する。墓城内の中央には、
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浅い埋葬堀があったと考えられ、床面に段を有している。床面東側の一部には、赤色顔料が認

められる。

(4) 17号墓 （第6図・ 第 37 図 • 第7表4)

本遺構は、 16号墓のさ らに南側よ り検出されたC 2区内では、最も低い標高39.5mに位置す

る。埋葬城は、かな り削平され、北東側コーナーが、 一部残る程度である。

(5) 18 号墓 （第 6 図 • 第 37 図• 第7表5)

本逍構は、 2区Aの8号墓、 19号墓の東側 Im程の所より検出された。墓城は、素掘りである。

埋葬堀はかなり削平を受け、東側では床而に達する。

遺物は、埋土よりガラス玉 （第63図11・ 第 13表2・図版30)が出上した。

(6) 20 号墓 （第 6 図 • 第 37 図 • 第7表6)

本遺構は、 2区Aの稜線上から北へ傾斜する椋高40.40mより検出された。墓堀は、 等高線に

平行で検出され、標高の高い南側では 2段確認できる。埋葬城は、墓城の主軸とほぼ平行で、

中央より検出された。埋葬城床面の北西側が、一段高くなることから頭位の可能性がある。

(7) 23 号墓 （第 5 図• 第 35 図 • 第7表7・図版20)

本造構は、 1区2号墳の掘切りの埋土中より礫が検出された。礫は、埋葬堀の上面で東西両小

口側より検出され、特に東側の礫は、西側に比べ数が多く、小口部を囲むように検出された。

埋葬堀は、地山よ り掘り込まれ、礫を検出した段階での掘り込みは確認できなかった。

(8) 27 号墓 （第 5 図・ 第 35 図 • 第7表8)

本遺構は、 1区1号墳の後円部南西側のフラ ットな地形に検出された。21号墳の主体部に隣

接する。墓城は、 1段の素掘りである。79号墓の埋土とよく似ていることから同時期と考えら

れる。

(9) 28 号墓 （第 5 図 • 第 35 図• 第7表9)

本遺構は、 1号墳の後円部南西側のフラットな地形に検出された。7号墓と 79号墓のほぽ中

間にある。墓城は、 1段の素掘りで、西側壁の膨らみは、掘りすぎによるものである。27号墓

同様、 79号墓の埋土と よく似ていることからいずれも同時期と考えられる。

(10) 29 号墓 （第 5 固•第 35 図• 第 7 表 10 ・図版 20)

本遺構は、 1号墳後円部の南側より検出され、 80号墓の東2mほどの所に位箇する。墓城は、

素掘りである。埋葬壊東側には、小口に花岡岩の板石を使用している。
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(11) 33 号墓 （第 8 図 • 第 40 図• 第7表11・図版20)

本遺構は、 3区の最高所付近で、標高41.lOmに検出された。岩盤に掘り込まれていたため墓

堀は比較的保存状態は良かった。しかし、墓堀西側には、 2段掘り込みの痕跡を残しているが、

上面はかなり削平されている。埋土は、壁面から剥がれ落ちた岩盤の破片やその風化した砂粒

土で、締まりはなかった。床面は、全面に赤色顔科が塗布され、一部壁面にも赤色顔料が認め

られた。

遺物は、墓堀床面の南東側で北東壁際より鉄剣を出土したc 切先は、北西方向にむけている

ことから、被葬者は、南東方向に頭位をむけ、右手の肩部に柄を向け切先を脚側に骰いていた

ものと推測される。

(12) 76 号墓 （第 7 図・第 37 図 • 第7表 12・図版20)

本遺構は、2区Bの頂部から北北東側へ約 17m、標高42.50mより検出された。平面プランが

楕円形を呈し、床面の断面はU字形である。

遺物は、墓城中央の床面より鉄鏃（第63図7~9・第 12表46~ 48)が出土している。

(13) 79 号墓 （第 5 固 ・ 第 35 図 • 第7表 13・図版20)

本遺構は、1区 1号墳の後円部南側より検出された。床面西側では、深さ約40cmの掘り込み

を検出した。これは足元掘り込みタ イプの土壊墓であることから弥生時代中期から後期にかけ

ての遺構と考えられる。

ー 54-















6. 集石墓

範囲の設定（第41図・図版21,22)集石墓群は、 7区38号墳の墳裾より検出されたが、方

位によってその分布にばらつきがみられるためその範囲を整理する。

南側に面した墳裾では、集石墓のほとんどが集中しているが、西側墳裾では5基、東側墳裾

と墳頂に 1墓づつ、北裾で 1甚検出された。北東側では、墳裾部の一部が削平されていること

にもよるが、現状ではまったく検出されなかった。

これらを各群に分けると次のようになる。

墳裾南側を I群とし、 I群の石列は、上下2列で検出されたため、上段と下段にわけた。 I

群の西側に一段下って検出されたところを Il群とし、墳裾西側と北側をIll群、東側墳頂と墳裾

をN群とした。

I群」：：段は、 9・JO・11・16号墓の4基

I群下段は、 8・12・13・14・15号墓の5基

]]群は、 I・2・3・4・5・6・7・24・25号墓の9基

m群は、 19・20・21・22・23号墓の5基

N群は、 17・18号墓の2基

第41図集石遺構配置図 (1/200)
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(1) 9号墓 （第42図）

I群上段の西端より検出された。墳裾の一部を削って平らな面を造りだし、南西から南東側

の段落ちにかけて石を巡らす。巡らせた石列内には、 2区画あり、東側のA区画と西側のB区

画にわけた。主軸は、 N-64°-W を示す。

A区画は、南東側にかけて石を巡らし、さらにB区画の石列を共有し方形プランの輪郭を構

成する。その中央部に自然石の尖った石材を立石としている。立石の下部には、径26cm ・深さ

13cmほどの小土城が検出されたが、骨片や遺物などは出土しなかった。

B区画の輪郭は、南西側にかけて石を巡らした部分で、はっきりした区画はない。輪郭の内

部に、長径28cm ・短径25cm・ 深さ 12cmの小土城を検出した。小土堀内からは、元祐通宝と

元豊通宝の銅銭2枚（第79図 IO,J l・ 第 10表 10,II ・図版29)が出土した。

(2) 10号墓 （第43図）

9号墓の東で、長さ 4m、幅60cm程度の石列を設ける。その範囲にはA~Eの5区画で構成

されていると想定されるが、明瞭な区画がないため判断しがたい。主軸は、 N-87°-Wを示

す。西端に検出されたA区画は、円礫群で構成されている。明瞭な小土城は確認できていない

が、不定形土堀内の一部から骨片が検出された。B~E区画も、小土城は検出されなかった。 C

区画内からは、永楽通宝（第79図 12・ 第 10表 12・図版29)が出土した。

(3) 11号墓 （第42図）

10号墓の東で2区画検出された。主軸はN-89°-Wを示す。

A区画中央には、台状の方形の礫を置き、その左右には、2石で区画石を据え、方形の礫の背

後には、 丸みのある立石を置く 。規模は、横89cm・ 奥行60cm程度を測る。

B区画は、前面中央に台状で方形の礫を置き、その左右には、2石で区画石を据え、背後には、

円礫群で隙間を埋めている。規模は、A区画に比べやや大きく、横 1.6m・ 奥行75cmを測る。

(4) 16号墓 （第42図）

11号墓の東より3つの集石が列状に検出された。主軸はN-89°-W を示す。いずれも小土

壊は検出されなかったが、 中央の集石より銅銭4枚 （第79図 13~ 16・ 第 10表 13-16・ 図版

29)出土した。

(5) 8号墓 （第44図）

I群下段の南西隅に2区画検出された。主軸は、 N-66°-Eを示す。

A区画は、方形に礫を組んで輪郭を造り内部に円礫を敷くタイプであるが、南側の段落ちに

造墓されているために、一部崩落している。
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B区画は、礫を中心に据え、そのまわ りを裸で2重に囲むタイプである。一部は、A区両の

区画石と共有している。

(6) 12号墓（第44図）

I群下段の西端に2区画検出された。主軸は、 N-so・-wを示す。
A区画は、 20~ 30cm大の礫を東西方向に置いている。礫群の範囲は、 1.3mを測る。下部構

造は、礫群の中央よりやや北西側で、上面プランが長方形を呈す小土堀を検出 した。土城内か

ら人骨片が出土した。

B区画は、東側 l辺が長さ 40cm・ 幅 15cmの細長い礫で区画するほかは、 10~ 20cmの礫で 1

辺60cmの区画を造っている。造墓位世が、調査区南端の段落ちのため、 l辺が崩落している。

下部構造は、断面が椀型をした土城である。規模は、径50~ 45cmで深さ 10cmに満たない。

(7) 13号墓 （第45図）

I群下段のほぽ中央に2区画検出された。主軸はN-80°-W を示す。

A区画は、西側に40cm大の礫を 3石並べ、北と東側は20~ 15cm大の礫で角をつけて囲んで
いる。南側は、 40cm四方の凝灰岩で石塔（第78図8. 第 14表9. 図版32)の台座を転用して

いる。台座は、上面が平らな面で仕上げ、下面は、突起状に削り出している。

区画の規模は、長辺 1.2m・短辺 I.Omを測る。その内側には、 10~ 5cm大の小振りの円礫や

角礫を敷く 。さらにその下部には、士城内を埋めるように大礫を置いている。

礫を除去後、下部遺構として、造構上面プランが楕円形を呈した土堀を検出した。土壊規模

は、長径 1.07m・ 短径0.70m・ 深さ 20cmを測る。

B区画は、北と西・南側を 30~ 15cm大の礫で区画し、その内側に 10cm前後の小礫を敷く 。
小礫の下より縦30cm・ 横 15cm大の礫を検出した。区画の規模は、長辺0.90m・ 短辺0.70mで

南東側が崩壊している。下部構造は、小土堀で、小土堀内より骨片を出土した。小土堀の規模

は、径30~ 27cmの円形で、深さ 18~ 13cmを測る。

(8) 14号墓 （第46図）

I群下段の東に5区画検出した。この5区画は、西からA~E区画とした。主軸は、 N-

s1・-wを示す。いずれも明瞭な区画を有さず、礫群で列を成す。

A区画は、 20~ 30cm大の礫でカギ形に構成する。区画内より下部構造である径30cm・深さ

10 ~ 15cmの小土城を検出した。

B区画は、 A区画の 1辺を共有してカギ形に構成する。区画内より下部構造である遺構上面

プランが、不定楕円を呈する、長径37cm・短径24cm・ 深さ 38~ 30cmを測る土堀を検出した。

c区画は、はっきりとした区画を見出せないが、 30cm大の角礫と小円礫群からなる。その南
東隅より蔵骨器を伴う小土壊を検出した。蔵骨器（第65図2. 第 lJ表52・図版29)は、土師
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質で口縁が外反し、胴部最大径が上半部にあり下半部がすぽまる。

D区画は、小礫群だけからなる。下部構造の小土城は、区両の南西隅より検出した。径25cm

ほどの隅丸三角形で、深さが5cm足らずと浅い。埋土から人骨片が出土した。

E区画は、角礫の集まりで方形に区画するが、南西側が崩壊する。下部構造の小土城も、南

側の半分が削平されている。土堀の埋土より人骨片が出土した。

(9) 15号墓 （第44図）

I群下段の南東隅より検出した。10~ 5cm大の円礫によって区画される。主軸は、 N-60° ― 

Eを示す。区画の南側は崖でその際に造墓されているため一部崩壊する。区画の規模は、長辺

65cm・短辺55cmを測る。区画のほぽ中央では、地山と円礫の間より炭を検出した。

(10) 1号墓（第47図・図版2l) 

II群の北に位置する。区画は、 35~ 20cm大の礫を6つ使用 し、円を描くように並べている。

南西側は 1石分の空きがあり、正面を意識しているものと想定される。区画内には、先の尖っ

た高さ 35cmの自然石をやや北西側に寄せて立石として用い、南東側には三角状の高さ 35cm大

の礫が横たわっている。三角礫の下には、 5cm前後の円礫が敷き並べられている。区画の規模

は、長辺0.91m・短辺0.84mを測る。主軸は、N-36°-W を示す。下部構造は、区画内の中

央部分より、長径36cm・短径27cmの楕円形を呈した深さ 20cmの穴を穿つ小土城を検出した。

小土城の埋土からは人骨片も出土した。

(11) 2号墓 （第47図・図版21)

1号墓の南東側に隣接する。区画は、縦25~ 40cm、横 10~20cm大の細長い礫を使用して方

形に区画している。北東側の 2石と北西側の2石は、現位置のままであるが、南東側は 1石だ

けしかなく南西側では現存しない。

区画内の最上には、板碑が倒れた状態で検出した。板碑 （第78図 I. 第 14表2・図版32)

は、高さ 30cm・幅 16cm・ 厚さ 8cmを測る。胴部は直方休で天井部は切妻、天井と胴部の境に

は、 2条の凹線がめぐる。石材は、砂岩製である。

板碑の下からは、平らな面をもつ縦22cm・ 横 15cm・ 厚さ 8cm大の礫を検出した。板碑の台

座に相当するのではないかと想定する。

区画内のほぼ中央には、立石が検出された。立石は、高さ 24cm・ 幅 14cm・ 厚さ 8cm大の礫

を立てて使用している。

立石の周りには、径8cm前後の円礫を敷いている。

下部構造は、小土城である。小土城は、径32cmの不定円形を呈し・深さ 20cmの穴を穿つ。

埋土からは、人骨片を出土した。
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(12) 3号墓 （第48図・図版21)

2号墓の西に隣接するところで検出した。主軸は、 N-35°-W を示す。

区画した石は、縦36cm・横 15cm・ 厚さ 13~ 8cm大の細長い礫 lつである。区画石の南西側

には、径5cm前後の円裸が50cm四方に広がっている。円礫の上より三角形を呈した高さ36cm

程度の礫が倒れており、 立石か小土壊の蓋として使用したものと推測する。

下部構造は、小土城である。小土堀は、検出時の上面で径長軸33cm、短軸22cmの隅丸方形

を呈し、中段は径長軸20cm、短軸 15cm、地表から深さ 24cmの穴を穿っている。埋土からは、

人骨片を検出した。

(13) 4号墓 （第48図・図版22)

3号墓の南 1.5mほどのところで2区画検出した。主軸は、N-72"-Eを示す。

A区画は、北側に20~ 25cm大の礫を2石、区画石として検出した。区画石の南側には、長

軸60cm ・短軸40cmの範囲に径5cm前後の円礫を敷いている。

下部構造は、円形プランで2段掘りの土城である。規模は長軸70cm・ 短軸65cm・ 深さ 20cm

を測る。墓堀内には、土師器の杯 （第65図 I• 第 11表51・図版29)が伏せた状態で出土した。

B区画は、 25cm大の礫2石をL字に組んで区画とし、その南側に径5cm程度の円礫を敷く 。

現状はかなり崩壊している。

下部構造は、隅丸方形プランの土堀である。規模は長軸40cm ・短軸27cm・ 深さ 18cmを測

る。

(14) 5号墓 （第48図・図版22)

II群の西端に位置する。主軸はN-20°-W を示す。

区画は、 10石用いて四方を囲んでおり、区画内には、地輪が据えてある。当所は五輪塔が立

ててあったと考えられ、区画の北 lmのところに空輪が、また、北50cmのところに家輪と想定

される石材が検出された。（第78図2,3, 5, 6・ 第 14表3,4, 6, 7・図版32)

下部構造は、小土壊である。規模は、長軸24cm・短軸 18cm・ 深さ 14cmを測る。埋土から

は、人骨片を出土した。

(15) 6号墓 （第49図・図版22)

2号墓と 3号墓の南 Imのところにある礫群である。礫群は、 3区画にわけられる。主軸は、

N-71°-Eを示す。

A区画は、 3区画の中で東端に位置し、傾斜地を 40cmほど削り込んで平地にする。区画石は、

B区画と共有している。区画の中心には、高さ 40cm・ 幅 10cmの細長い石材を立石としている

が、やや傾いている。立石の南側には、祭壇のような平らな石を置く。下部構造は検出されて

いない。
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B区画は、 A区画とC区画の間に位置する。区画石は、 A区画と共有し、東と西には 10cm前

後の角礫によって輪郭をかたちづくる。区画の中央部には、高さ 36cm、幅 （上部）15cm・ 

（基部）20cmを測る立石を立てている。立石の南側には、 A区画同様祭壇のような平らな石を

置く 。下部構造は検出されていない。

A・B区画は共に、立石の北側に 10cm前後の角礫を、立石の南側には20-30cm大の礫を直

線的に並べて共有している。

c区画は、3区画中の西端にあって北と東側を長軸30cm大の細長い礫でL字状に区画する。

区画内は、 10cm前後の角礫が敷かれているが、南西側は崩壊している。下部構造は、長軸

26cm・短軸22cmの楕P1形を呈した小土城で、深さ 14-10cmを測る。埋土から人骨片を出上

した。

(16) 7号墓 （第49図）

6号墓の南すぐのところに位置し、 2区画検出した。主軸は、 N-85°-Wを示す。

A区画は、区画の中心に高さ 25cmを測る三角錐状の立石があり、その立石を囲むように区画

石が2璽にめぐる。下部構造は検出されなかった。

B区画は、 30~ 40cm大の5石で円を描くように区画される。区画内には、礫がまばらに置
かれていた。下部構造は検出されなかった。

(17) 24号墓 （第49図・図版22)

4号墓と 5号墓の間に造墓されているが、区画をもたず土城内に蔵骨器（第65図3. 第1I表

53・図版29) を検出した。主軸は、 N-46°-W を示す。

(18) 25号募 （第49図・図版22)

標石を検出したため、その周辺を調査した。標石よりやや南西側で小土城を検出した。規模

は径29cm・深さ 10cmでほぼ円形である。埋土からは、何も出土しなかったが、標石の北30cm

ほどの地表面から人骨片を出土した。 主軸は N- 17•-w を示す。

(19) 19号墓 （第50図）

皿群の北で単独に検出した。古墳の裾を削って墓域を設定している。墓域内には、長軸

60cm・短軸40cmの範囲に、径10~ 5cm大の円礫を含む。下部構造は検出されす・人骨なども

出土しなかった。主軸はN-76°-Eを示す。

(20) 20号墓（第51図）

Ill群の南、 II群 1号墓の北に位置する。2区画からなり床面を平らにするため、南東側の古墳

裾を削っている。主軸は、 N-56°-Eを示す。

A区画は、区画の中心に高さ 23cmを測る三角錐状の自然石の立石を据え、その周りに 10cm
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程度の礫を置き、さらにその周 りを20~ 15cm大の礫を四角＜囲むが、北半分が崩壊している。
区画の規模は、長軸60cmである。下部構造は検出されなかった。

B区画は、東側 1/4の範囲を 20cm大の礫4石で区画し、区画内には、長軸50cm・短軸40cm

内に、径5cm強の円礫を含む。下部構造は、区画のほぼ中央よ り上面プラン円形の小土城を検

出した。小土城の規模は、径30cm・ 深さ20cmを測る。埋土より骨片を出土した。

(21) 21号墓 （第51図）

20号墓のすぐ北に検出された土城である。規模は、長軸75cm・短軸54cm・深さ 27~ 15cm 
を測り、土堀内には長さ 55cm・ 幅 15cmと細長い範囲に、径5cm程度の円礫を含む。円礫群中

から人骨片が出土した。

(22) 22号墓 （第50図）

21号墓の北3.Smの所に位償する。区画の中心には、高さ 27cmを視I]る立石があ り、その北・

東 ・南の3方向に 1石づつ礫を置いて区画する。区画の規模は、長軸50cm程度である。下部構

造は検出されなかった。

(23) 23号墓 （第50図）

m群の中核を成すもので、古墳の西側裾に5.40mの長さで石列のように検出された。石列は6

区画に分かれ、北からA区画と した。

A区画は、古墳裾西斜面を半円状に削り出し募域を設定している。墓域の範囲は、 60cmを測

る。墓域内には、石材が3石あるが原形を留めていない。墓域内の中ほどはやや窪んでいるが、

小土城など下部構造は検出されなかった。

B区画は、 A区画同様西側斜面を三日月状に削り出し墓域を設定している。墓域の範囲は、

長軸 1.5mを測る。墓域内には、 25~ 20cm大の礫が3石あるが、いずれも原形を留めていない。

下部構造は検出されなかった。

c区画は、 B区画とD区画の間に墓域を設定し、両区画と共有する。内部より集石遺構が検

出された。小土城など下部構造は検出されなかった。

D区画は、 23号墓のほぽ中央にある。西側斜面を三日月状に削って墓域を設定している。墓

域の範囲は、長軸 1.4mを測り、墓域内には、集石が認められる。集石は、中心に高さ 26cmの

柱状の石を据え、周りに 10cm前後の礫を置き、さらにその周りに l5~ 30cm大の礫で囲んでい

る。東側は、原形を留めているが、西側半分は崩壊している。下部構造は、集石の中心付近で

小土城を検出した。

E区画は、 D区画の南に隣接している。西側斜面を三日月状に削って墓域を設定している。

墓域の範囲は、長軸50cmを測り、墓域内には、集石が認められる。集石は、 3石のみでほとん

ど崩壊していて原形を留めていない。小土堀など下部構造は検出されなかった。
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F区画は、 23号墓の南端に造墓された。西側斜面を三日月状に削って墓域を設定している。

墓域の範囲は、長軸 1.25mを測り、墓域内には、集石が認められる。集石は、 1つの円礫を 4石

で囲むように検出された。小土堀など下部構造は検出されなかった。

(24) 17号墓 （第51図）

38号墳墳丘上の南東端より検出された。集石のみの区画で、長軸 1.37m・ 短軸0.5mを範囲

とし、主軸はN-14°-Eを示す。石材の中には、五輪塔の地輪と水輪 （第78図4,7・ 第 14

表5,8・図版32)を検出した。下部構造はなかったが、地輪の下より人骨片を出土した。

(25) 18号墓 （第51図）

17号墓の東側直下で古墳の東側裾より検出した。集石のみの区画で、馬蹄形状に検出した。

範囲は、長軸 1.48m・ 短軸0.8m前後で、 N-23°-Eを示す。下部構造は、検出されなかった。

7. 竪穴式住居

(i) 68 号住居 （第 52 図• 第8表 1・図版23)

38号墳墳丘盛土下層の東側よ り検出され、旧表土除去後に検出された。東側半分は、先の削

平によって失う。平面プランは、はぽ方形で、住居南側と北側の床には、いずれも地山を削り

出してベッド状逍構を造る。南側ベッドは、幅 1.20m ・ 高さ 8cmを測り、北側ベッドは、幅

l.OOm・ 高さ 12cmを測る。床面の中央部分に炉があって、西側の中央壁際に屋内上坑がある。

柱は、2本柱で、いずれも西壁より 1.60m、中心より南北 1.lmのところに検出した。北側の柱

穴は、径20cmで深さ 70cmを測 り、南側の柱穴は、径22cmで深さ46cmを測る。

(2) 69 号住居 （第 52 図 • 第8表2・図版23)

38号墳墳丘盛土下層の東側より検出され、古墳主体部の直下、旧表土除去後に検出された。

北東側半分が先の削平によって失う 。平面プランは、ほぽ方形で、住居南東側の床には、地山

を削り出してペッド状遺構を造る。南東側ベッドは、幅85cm、高さ 20cmを測る。

床面の中央部分に炉があって、西壁裾から 30cmほど離れたところに屋内土坑がある。

柱は、 2本柱で、いずれも西壁より 2m、中心より南北 Imのところに検出した。北側の柱穴

は、径24cmで深さ 66cmを測り、南側の柱穴は、径27cmで深さ 70cmを測る。
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8. その他の遺構

(1) 6 号遺構 （第 53 図 • 第 9 表 l ・ 図版 23 )

本遺構は、 2区Bのトレンチ調査によって検出された。丘陵頂部よ り東へSmの地点で、 10号

石棺墓のほぼ直上である。集石は、縦2.5m・ 横 I.Smの範囲に営まれる。石材は20~ 50cm大
の角礫を使用し、方形に区画されている。さらに区画された内側にも小礫がランダムに置かれ

ていた。また、集石部分を南北に弧を描いて検出した溝は、北側の谷へ墓道のようにのびてい

る。当初、終末期の古墳との認識で調査をしたが、明瞭なプランは確認できず、規則的に組まれ

ていないため、否定され不明集石遺構とした。

遺物は遺構内から直接出土されてはいないが、集石遺構およびその周辺に入れたトレンチ内

より蔵骨器（第62図2,4, 5, 7・ 第 11表 36,38, 39, 41・図版28)がほとんど表採という

状況で出土した。

(2) 24号遺構 （第54図 ・第9表2・図版24)

本遺構は、 1区2号墳の北西側より焼土坑を検出した。埋土のほとんどは炭であり、土坑の西

壁コーナーに、焼壁が認められる。平面形は、長方形を呈する。造物の出土はない。

(3) 25 号遺構 （第 54 図 • 第 9 表 3 . 図版24)

本遺構は、 1区2号墳の北東側より焼土坑を検出した。埋土のほとんどは炭であ り、土坑の東

壁コーナーに、焼壁が認められる。平面形は、隅丸方形を呈する。遺物の出土はない。

(4) 26 号遺構 （第 54 図 • 第9表4・図版23)

本遺構は、 1区 j号墳の前方部頂部より検出された小石室であるが、前方音Bの腐植土層より切

り込まれているため 1号墳に伴わない。石室の構造は、右腰石4、左腰石4+aで、奥壁は、 1

石である。奥壁側には、1段から 2段の積み石が残る。敷石には、5~ 10cm大の比較的平らな

面を上にして敷かれており、終末期古墳の石室構造に類似する。墓道は、ほとんど発達せず、

西側の墓堀を切って付設する程度である。

遺物は、埋土中より近世以降の椀が出土しており、前方部裾から 2号墳堀切にかけて須恵

器胞 （第58図6,7・ 第 11表 6,7・図版26)などが出土している。

(5) 30 号遺構とその周辺 （第 54 図 • 第 9表 5 . 図版23)

本遺構は、 1号墳後円部南側の裾より検出された。埋土上層より礫が検出され、同時に須恵

器蓋（第59図6. 第 11表21・図版28)が出土した。

その周辺より遺構に伴わない土師器の皿片（第59図 I-4・ 第 11表 16-19・図版28)など

の出土がある。 1区南西側斜面を重機によって拡張した際に、蓋と蔵骨器（第59図7,8・ 第

11表22,23・図版28) を出土したが、現位置を捉えることができなかった。
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(6) 35 号遺構 （第 40 図 • 第9表6・図版23)

本遺構は、 3区の稜線上で、標嵩40.50m付近で検出された。検出当初は、石材が2つあった

ため石棺墓と考えられたが、石材の下部から炭の層が厚さ 5cmにわたって検出された。

(7) 64 号遺構 （第 55 図•第 9 表 7 . 図版24)

本遺構は、7区の38号墳墳丘上で南東側より検出された。検出面は、集石墓のW群 17号墓よ

り下層、 68号住居の上層で旧表土から掘り込まれていた。床面は検出面と平行に傾斜している。

(8) 65 ~ 67 号遺構 （第 55 図 • 第9表8~ll・ 図版24)

本遺構は、いずれも 7区の38号墳墳丘上の旧表土除去後に検出された。68・69号住居跡と

時期差がないものと考えられる。
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第79図 集石墓出土古銭拓本 (1/1) 

第10表古銭計測表

NC 区 逍 構 銭貨名 初鋳年 外径 瞑さ 孔往 遁さ 備 考

I J区 表採 寛永通宝 24.7 1.2 6 2.45g 新究水 ，マ頭通

2 7区 38号墳盛土北東側 党永通宝 24.8 1.5 5.3 3.0g 占党永 ・コ頭通

3 7区 38号墳盛土北束側 開元通宝 960 25.3 1.4 6.1 2.2g 

4 7区 38号項墳丘裾南側 聖？宋冗宝 1101 25.3 1.4 6.1 2.lg 

5 7区 ll群5号墓周辺 紹翌元宝 1094 24.7 I.I 58 2.9g 

6 7区 a群 5号墓周辺 開元通宝 960 23.6 1.2 69 2.2g 

7 7区 11群5号墓問辺 天祗？通宝 1017 26.3 I.I 6.1 2.lg 

8 7区 ll群5号墓問辺 元登通宝 1078 24 7 1.5 6 2.9g 

9 7区 ]]群5号墓固辺 冗豊通宝 1078 23.3 1.3 6.2 2.lg 

10 7区 I群上段9B号硲 元祐通宝 1086 24.2 1.2 6.9 1.9g 埋葬墟内より出士

II 7区 l群上段9B号墓 JC豊通宝 1078 25.1 1.4 6.8 2.4g 埋葬壊内より出土

12 7区 1群上段 10号募 永楽通宝 1408 25.5 1.8 5.2 2.2g 集石下部より出土

13 7区 I群上段 16号姦 冗豊通宝 1078 25 1.2 7.1 2.25g 集石下部より出土
14 7区 I群上段 16号墓 紹？〇通宝 23.9 1.9 7.1 2.5g 集石下部より出土

15 7区 I群上段 16号墓 元祐？通宝 1086 24.7 1.6 5.8 3.lg 集石下部より出土

16 7区 I群上段 16号墓 00元宝 24.9 1.2 7.1 2.9g 集石下部より出土

17 7区 N群 17号墓 元祐通宝 1086 24.8 1.4 7.1 2.6g 

18 7区 Ill群20A号墓 冗000 1.5 6.9 風化著しい

19 7区 旧群20A号墓 1.7 5.8 風化著しい

20 7区 u群7号墓 00冗宝 23.5 I.I 6 2.35g 風化著しい

41-1をmm
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704 丸モ 4号積 2.7 3.9 1.0 濃脊 ガラス 第 76図-280

705 丸玉 4号墳 2.6 3.9 1.2 青 ガラス 第76図-281

706 丸王 4号墳 2.7 4.4 1.3 青 ガラス 第76凶-282

707 丸玉 4号墳 2.6 4.3 1.3 背 ガラス 第76図-283

708 丸玉 4号墳 2.9 3.8 1.0 計 ガラス 第76図-284

709 丸'f 4号墳 3.5 3.8 I.I 百 ガラス 第 76同-285

710 丸玉 4号墳 2.0 3.7 1.3 行 ガラス 第76図-286

711 丸玉 4号墳 25 40 1.2 A' ガラス 第76図-287

712 丸玉 4号墳 2.3 4.0 1.3 青 ガラス 第76l~-288 

713 丸工 4号培 2.1 4.2 l.4 仔 ガラス 第76図-289

714 丸干． 4号墳 2.6 4.2 I.S 行 ガラス 第 76図-290

715 丸玉 4号墳 2.6 3.9 I.I 背 ガラス 第 76図-291

716 丸玉 4号墳 2.0 4.2 1.5 青 ガラス 第 76図-292

717 丸玉 4号墳 2.4 3.9 I.I it ガラス 第 76図-293

718 丸玉 4号項 2.7 3.R 1.3 百 ガラス 第76図-294

719 丸玉 4号墳 3.2 3.7 I.I 青 ガラス 第76図-295

720 丸玉 4号墳 2.7 3.9 1.3 甘 ガラス 窮76図-296

721 丸玉 4号墳 2.4 4.2 1.6 脊 ガラス 第76図-297

722 丸玉 4号墳 2.7 4.5 1.3 漉寺 ガラス 第76図-298

723 丸玉 4号培 2.3 4.1 1.6 青 ガラス 第76図-299

425 -723 半均0.08g

第 14表石器•石塔類計測表
叫立cm

NO 区 遺 構 器形 材質 長軸 短軸 荷さ 伽 考 挿図番サ

I 5区 4号墳 柱状片刃石斧 泥岩 11.0 3.0 2.5 第 72[r/1-7 

2 7区 0群2号集石硲 板碑 砂岩 29 9 14.0 8.3 第 78図-1

3 7区 [I群5号集石墓 空輪 砂岩 16.3 15.2 8.1 第78図-2

4 7区 [I群 5号集石墓 火輪？ 砂岩 27.9 13.9 17.4 第 78図3

5 7区 N群 17号集石墓 水輪 砂岩 22.2 17.0 9.0 第78図4

6 7区 [l群 5号集石募 水輪 砂岩 28.8 24.7 16.6 第78図-5

7 7区 II群 5号集石墓 地輪 砂岩 28.3 27.8 14.8 第78図-6

8 7区 w群 17号集石墓 地輪 砂岩 23.9 23.3 11.5 弟 78図-7

， 7区 1群下段 13A号集石墓 地輪？ 凝灰岩 47+a 44+a 32.2 謄部長軸30.8・短軸24.5・ 高さ 16.2 第 78図-8

10 7区 69号住居内土坑 砥石 泥岩 6.6+a 6.7 ~ 7.1 0.9-1.5 第 64図-6

II 7区 38号墳靖丘北康飼旧表土下 石剣 頁岩 13.5 3.5 0.8 第64図-7
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第3章まとめ

用久瓜ヶ坂遺跡は、前方後円墳 l基をはじめ 38某の墳簗を調査した。これらの古墳は、立

地 ・埋葬施設 ・遺物など多種多様な条件で、多くの問題を内包している。今回は、前方後円墳

を中心として、その周辺に分布する遺構を整理し、墳墓群の構成を微力ながら考えていきたい。

1. 前方後円墳

墳丘

小形の前方後円墳である 1号墳は、丘陵の頂部に築造されており 、かなり地形の制約を受け

ている。土層の観察では、後円部東側と南側で盛土を最も厚く施すという特徴があり、前方部

では、地山整形で墳形を整えている。具体的には、中軸から東西両墳裾までの距離と比高差に

差が認められ、前方部から後円部までいずれも東側の数値が大きいことから、東側からの視眼

を意識して造党されたことが想定される。

柴、幽 J盆
このような在り方は、 2つの条件が考えられる。1つは、杯将軍塚古墳 ・ニ国の鼻 1号墳・ 豆

前坊 1号墳の例で、限られた地形を最大限いかして築かれていることから地形による制約、 1つ

は、哭分県築山古墳の例で、北側には集落および海が広がるが、南側は111であることから北側

の墳丘は大きく見せ掛け、南側は山を切って堀切がめぐるといった、立地的要因である。

1号墳の場合、築造される以前の1日地形を復元すると、壌裾より下の傾斜角度から推測して、

古墳の中軸上に丘陵稜線があったと考えられる。つまり、当初から必然的に丘陵の東寄りに造

られたことになる。しかし、墳裾を築く段階で、東側では西側に比べ約 Imほど低い所に基底

部を造られたことが認められ、さらに後円部の盛土も東側に袖強される状況は、東側からの景

観を意識しているものと考えられる。

当古墳からの景観であるが、北側および東側は、釣川の中 ・上流域にあたり、河川によって

形成された平地に赤間の宿などが見渡せる。このことは当時もその周辺に古墳との関係を持つ

集落が存在したことが考えられる。 しかし西側・ 南側は、南北に延びるいく筋もの丘陵によっ

て平地がなく、見通しも悪いことから、集落の存在は望めない。

以上のことから、小形の前方後円墳であるにもかかわらず、築造に際して綿密な計画が成さ

れていたことが想像される。

主体部

前方後円墳の主体部は、 4基でいずれも後円部の頂部より検出された。前方後円墳の墳丘上

に4基以上の埋葬施設をもつ古墳は、九州内において悶慕悶知られる。福岡県内では、讐司古

墳 ・鋤先古墳の2基、佐賀県内では、谷口古墳の l基、熊本県内では、楢崎古墳 ・院塚古墳の2

基である。そのうち楢崎古墳と院塚古墳では、いずれも後円部頂部より検出されている。
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こうした多棺葬の前方後円墳が築造される時期には、差が認められず、老司古墳 ・鋤先古

墳 ・谷口占墳では埴輪のIl式 (4期）、楢崎古墳・院塚古培は4期から 5期の範囲である。

第15表 九州における多棺埋葬表 （前方後円墳に 4棺以上）

第Iti本部 第2t:f本部 第H:1本部 第4-i:f本部 第5i:: (本部

老,,j古頃 後fY部 後円部 後円部 前）j部

竪穴系横口式石室 竪穴系横口式行至 竪穴系横口式.{i屯 竪グ-~系横「7式6窄

鋤先古墳
後frJ部 ~Iii 方部 新j}j部 前方i；；； 前方祁

竪穴系横じl式石屯 埴帖柁 埴綸棺 埴輪棺 小石室

谷口占項
後円祁幽 後円部束 前方部 ＜ぴれ名も西

竪穴系横口式石室 竪穴系横LJ式石室 舟形石棺 上師芯棺

楢崎占墳
後円部西 後、1-4部中央 後円部中央 後門部束 前方部

組合式家形石棺 舟形石棺 組合式家形{j柁 6益1り貨 箱A{i棺

院塚古tl'i: 後円部西 後fCIむlliti 後円部中央 後円部やや,tJ
舟形石棺 舟形石棺 舟形石棺 舟形石棺

田久）瓜ヶ坂 1号墳
後円部中央 後円部北 後円品1ti 後fIJ部西
粘土榔 粘1:l雑 円箇棺 面棺

2. 埋葬施設と階層差

種類

今回の調査で検出された古墳時代の埋葬施設は 39基を数え、これらを分類すると、割竹形木

棺（粘土榔） 3基、円筒棺 l甚、壷棺 l碁、割竹形木棺（直葬） 3枯、組合木棺墓 l甚、石棺墓

4甚、石蓋土漿菜 12基、土城墓 JO基、石棺系竪穴式石室 l基、横穴式石室3基である。これら

には、その立地や副葬品などから、階層差が埋葬構造に反映しているのではないかと考えられる。

割竹形木棺 （粘土榔）

1号墳の最初の埋葬施設である第 1主体部と次に造られた第2主体部は、ともに粘上榔である。

38号墳の主体部も粘土椰であるが、1号墳とは、ま ったく異なった構造をしている。

1号墳の第 1主体部・第2主体部の墓城は、いずれも地山から掘り込まれ、その中央に棺床を

掘り込んでいる。棺床に粘土を貼って割竹形木棺の棺身を固定し、棺蓋を載せてさらに粘土で
iF41 

覆っていたと考えられる。 Bl型式に属すると考えられるが、棺床に粘土を貼らなければ構造

上2段掘り込みの土城墓となりそうな深い棺床である。割竹形木棺は上蓋まで、棺床内に納ま

っていたと考えられる。内法長は、第 1主体部3.25m、第2主体部3.49mを測る。

38号墳の主体部は、 AI型式と B1型式の折衷型で、墓城底面に浅い棺床を掘削し、その後

粘土で棺台を造り、その上に割竹形木棺の棺身を置き、さらに棺蓋を載せた後、上部を粘土で

覆うものである。内法長は4.81mを測る。

この 2基は、前方後円墳と大形円墳で、墳形もまったく異なり、主体部の規模は、前方後円
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墳より円墳の方が大きい。これが、どのように階陪差や時代の変化に現れるのか今後の課題で

ある。

割竹形木棺 （直葬）

2号墳は、墳丘を有すが、 72号墓、 80号墓は、墳丘を持たない。

2号墳は、 1号墳、 38号墳に比べると墳丘規模は小さいが、立地では、 1号墳についで高立地

である。副葬品は、主に武器類を保持しており武人色の強い人物と考えられる。

72号墓は、 38号墳の西側で検出され、 80号墓は、 1号墳後円部の南西側で検出された。

石棺墓

9号墓は、変成岩質の塊石を使用していたものである。11号墓は、盗掘によって既に棺材を

失うが、抜き痕から同一の石材を使用したものと想定される。それに対して 10号墓は、砂岩質

の頁岩を使用したものである。この石材は、薄く板状に剥がれる性質があり、両小口 1枚と両

側壁2枚、蓋石2枚の計8枚で組みJ-.げられている。

10号墓と 11号墓には、切り合いが認められ、 10号抵が後に造られている。

石蓋土壌墓

3 I号墳以外は、墳丘を有さない。

5・ 19・34・78号墓は、石蓋を除去後埋葬堀床面まで深さ 20cm以上を測るc いわゆる通常

の掛凜堀を有すものである。以下石菟土l廣塞Aとする。

12・13・73・74・75・77号盗は、石蓋を除去後埋葬堀床面まで深さ 20cm以下を測る。

石蓋から床面まで空間がほとんどなく、そのままでは人骨の埋葬が考えられにくいことから、

木棺などの腐朽しやすい構築物があったのではないかと想定されるが、その痕跡など土居では

確認できなかった。このタイプは、いずれも 2区Bの、標高の高い所に占地していることが伺

われる。以下石蓋ナ胡［硲Bとする。

土壌墓

上り廣墓で墳丘を有する古墳は、認められなかった。 33号墓は、 3区の頂部より検出され、副

葬品として鉄剣を有している。このほか 16・23・29号墓は、小口部に板石を有すもの、 7. 

20号墓は、墓堀と埋葬堀の2段に分かれるもの、 8・17・18・76号墓は、埋葬壊だけの 1段

掘りと 3タイプに分けることができる。

以上の結果をもとに整理すると、割竹形木棺（粘土椰）は、前方後円墳や大形円墳などに採

用され、また、鉄器の副葬などが認められることから有力首長層クラスと考えられる。墳丘を

もつ割竹形木棺（直葬）は、その次ぎの地位もしくは、世代を想定することができる。

割竹形木棺 （直葬）や石蓋土堀墓は、同じ埋葬施設でも墳丘を有すものと有さないものがあ

堕
る。子野氏の墳墓形態別分類段階表にあてはめると、第三段階の時期であり、墳丘を有すもの

は特定個人墓、有さないものは集団墓となる。
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この集団墓の中でも、立地条件で差が認められる。特に顕著に現れるのは石蓋土城墓である。

2区Bの頂部には、 12号墓があり、その周辺の南側斜面に 73・74号墓、西側に7・13号墓、

北側に 6 · 77 号墓、東側に 1 0 ·11 号墓が検出された。 これらは石器土壊墓 B5 基 • 石棺抵2

基 ・土堀墓2基である。土城墓とした7号捲は、石蓋土堀墓Bの石蓋を除去した状況と酷似し、

76号菜に関しても、副葬品と して鉄鏃3を出土しており、床面の形状から割竹形木棺 （直葬）

の可能性も否定できない。ところが、 2区Bの中でも標裔の低い位笹で検出された78号墓は、

石盆土壊墓Aであり、さらに東へ下る 2区Aでは、5・ 8・18・19・20号墓と 9・15・16・

17号墓の2グループに分かれ、石棺墓 1墓、石蓋土城墓A2甚、組合木棺 l基、土堀磁5基な

どで、石蓋土漿墓Bの形態の埋葬堀は認められない。このことから、石臨土壊幕Bは比較的高

第16表墳墓階層表 立地に営まれ、 2

西暦 在地首長墓 特定個人墓

300 
7・13・73・74・ 

76-77号墳

屯T墳38号坑 12号墓・33号姦

400 72号墓・80号盛
2号墳

31号墓

21号墓

3号墓 14号墓

500 
4号墳

3. 出土遺物

円筒棺

円筒棺は、 1号墳の第3主体部として検出された。

集団墓

9・ II・ 
34・78 

号墳

10号墓

5・8・9 
15・16・ 
17・18・ 
19・20 
号墳

区Aと2区Bの

熊団墓では格差

に有意性が認め

られると考えら

れる。また、 33

号墓においても、

他の土城幕とは、

格差が認められ

る。

九州内では、円筒棺の蓋のみが北九州市内で出土しているが、棺身からセットで出土する例

は現在の所確認されていない。円筒棺に比較的近い形態の棺として知られる、円筒埴輪を転用

した埴輪棺は、福岡市内で2遺跡から検出されている。

北九州市の習江古墳は、円墳であり、その主体部である粘土榔の両小口部に、円筒棺の蓋が

検出されている。
26 

福岡市の倫先古墳では、埴輪棺が多棺埋葬である第2主体部から第4主体部として 3基出土

しており、尻隈山古墳では、後円部南側裾の第 7トレンチより 1基検出されている。いずれも

後円部の主墳として埋葬されることはない。

本古墳において検出された円筒棺は、次の通りである。

円筒棺の形態は、初めから棺として製作された酸化焔焼成の大形棺である。棺身は単式で上

部と下部の口径が異なり、口径の大きい方を上とし頭位と考える。棺身の上部と下部には、半
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球形の専用蓋をはめ込んでいる。棺身の突帯文様は、格子状突帯を施し、上盗は、棺身同様格

子状で、下蓋は 2条の横方向の突帯を巡らす。

出土位置は、前方後円墳の後円部墳頂南側の第3主体部で、埋葬施設は、墓堀に浅い埋葬堀

を掘り 、そこへ棺台の白色粘土を用い、棺を固定する。棺身と両棺蓋を装消後さらに白色粘土

で覆う。副葬品は、棺身の内部から刀子5本、いずれも刃を南西に向け出士している。

この円筒棺の年代について、九州で比較検討することは皆無であるため、出土例の多い近

咲畿 • 吉備 • 関東で比較する。 円筒棺は、壬．国で棺身 46 例、蓋20 例 28 個が知られる 。

古くは、香川県香川郡円座村の小円墳から検出されたもので、当時、弥生時代の九州の甕棺

墓と関連付けている。棺の出土位置は、竪穴式石榔内で、棺身の特徴として、胴部の中央部が

やや膨らみ、外面は格子状の突帯を施している。

絣本博文氏の論文から検討すると、円筒棺の起源は、弥生時代後期の特殊器台に求められ、

古墳時代初頭の特殊円筒には埴輪棺と同様な要素をもち、 5世紀代に、円筒棺、埴輪棺が多く

なるという状況が考えられている。円筒棺の古い例としては、岡山県瀬戸町江尻陣馬山と鳥取
.,j:36 

県羽合町橋津馬山 4号墳などで出土した円筒棺で、川西編年のII期に相当している。その後、

土師の里周辺から出土している円筒棺などは、 5世紀以降の埴輪エ人菓団の集団墓地的関わり

の強い人物の墓とされている。

この時期、宗像周辺において、古墳の調査などでII期前後の埴輪の検出例は少ない。現在知

られているものでは、苦賀市浜山 ・千烏遺跡 14号墳の溝より出土した口縁祁が朝顔状に広がる

埴輪と、蘭郷高探ゃ菫前坊 1号墳から出土した壷形埴輪である。それ以降も埴輪の検出例が顆

著でなく、 V期になって｝崖屋崎町須多田天降神社古墳ゃ茨頂II-3号墳などに認められる。

現時点において、宗像の地では、円筒棺と埴輪エ人とのつながりは何一つ認められない。む

しろ、分布域の集中する畿内との関係と、鋤先古墳や丸隈山古墳の埴輪棺を含めてその影響力

を考えていく必要がある。

二重口縁壷

本調査で出土した二重口縁壷は、 1号墳第4主体部の壷棺と 2号墳の墳丘裾から出土した口縁

部の 2点である。今回の調査では、土器の出土が少く時期を推測する資料に乏しいため、あえ
北40

てこの二重口縁壷を検討する。二重口縁壷には、畿内系 ・山陰系 ・在地系の 3タイプに分かれ

ることがいわれるが、 1号墳第4主体部の壷棺の棺身は、 口縁部が直立し、口縁端部と屈曲部に

張り出しを有し、胴部外面の調整が屑部でヨコ方向のハケを施し、その下に斜め方向のハケと

それ以下に縦方向のハケが認められ、内面が削り調整である。これは、梱松幹雄氏が掲載した

山陰系土器を代表するおもな形式の図のなかで、神原神社古墳埋納城より出土した壷と特徴が

非常近いことから、山陰系の系統をもつタイプと考えても異論はないと考えた。宗像周辺にお

いてこのような二重口縁壷棺が出土する例が多いが、いずれも山陰系の特徴を残しながら退化

形態を示し、これによって在地の要素も色濃なるものと考えられる。
却
昂地原梅木遺跡は、1号墓、 2号墓それぞれ壷棺墓と して出土している。 1号墓は、 18号墳周
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溝内東端より検出されており、 2号墳は、 24号墳の北辺周溝に接して出土している。

東郷高塚古墳は、くびれ部周溝から出土している。このほか、畿内系二重口縁壷からの流れ

をもつと考えられている壷形埴輪なとも出土しており、老司古墳より先行し、 =:国の鼻 1号墳

よりも新しい時期を置いている。

浜山・ 千烏遺跡では、 14号墳で周溝内より埴輪が1口］時に出土しており、この埴輪から 5世紀

初頭に位置づけている。このはか、 8号墳の墳丘と 15号墳の墳斤西側溝内からもそれぞれ出七

している。

耀町第2号墳は、中心埋葬施設が石蓋 I湖廣墓で、その南東隅より壷棺が出土している。

以卜の二巫口縁壷には、大きく 3つに分類することができる。

I. 束郷高塚や田久瓜ヶ坂 l号墳第4主体部は、口縁部が直行あるいはやや外反し、端蔀と屈

曲部に段を明瞭に施す。深町遺跡や冨地原梅木 1号壷棺では、屈曲部の段をつまみ出す領向

にある。胴部最大径は上半部にあり扁球形である。

2. 冨地原梅木遺跡2号壷棺墓や浜山 ・千鳥遺跡 15号墳出 1-:.の二重n縁壷 165は、口縁部が

やや内傾しながら屈曲するが、端部や屈曲部に明瞭な段を有さない。胴部は、上半部から中

程にかけて最大径を有す。

3. 田久瓜ヶ坂逍跡2号墳や浜山 ・千烏迫跡8号墳、14号墳は、口縁部の退化の最終段階に属

すもので、胴部は、ほぼ球形である。

これらに実年代を与えることはこの段階ではとても不可能に近いので、他の編年観を代用す

る。常松幹雄氏の編年では、 1-3まで第VI式以降の範躊に納まり 、＇繍田編年に従うと 1は2b、

2は2C、3は3aとなる。罪上裕弘氏の編年では 1は古墳前期 l式 ・2式、2は3式 ・4式、 3

は、 5式に該当するものと想定される。

1号墳の笑造時期は、古墳前期の範疇に納まるが、細部に閃しては検討を要する。2号墳の墳

丘裾より出土した二籠口縁壷と同時に出七した高杯の特徴から、 3の時期以降であり中期初頭

段階とする。

農工具と武器

鉄器は、本遺跡において主に 1号墳 ・2号墳 ・38号墳の主体部より検出された。前期の範賭

に属する 1号墳と中期初頭の2号墳とでは、副葬品の内容に大きな差違が認められる。前者は

すべて農工具、後者は刀子を除きすべて武器類である。38号墳は、武器と農工具が揃って検出

されている。県内の4-5世紀代の埋葬施設から出土した鉄器を中心に、農工具と武器の副葬

にどのような画期が考えられるか検討する。

農工具単純出土例は、萱葉3号墳、浜山・ 千烏 7号墳、冨地原梅木 17号墳、小寺7号墓など

が上げられる。萱菜3号墳は4世紀中頃、冨地原梅木 17号墳は 5世紀中頃と時期幅があり、農

工具だけの副葬で時代は限定できない。

農工具と武器類が揃って出土する状況は、 51巷中25基が該当し、そのなかで3つに分類する

ことができる。

A・武器 lに対し農工具の種類が多く出土するもの（京ノ隈古墳、萱葉 I・ 2号墳、農前坊2
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第 17表福岡県内前・中期古墳鉄器出土一覧表

逍跡名 遺構番号 1ft 形 埋拌施設 農工具 武 器 備 名 註

I 炭焼古墳群 3号墳 木棺 施l 4 

2 炭焼占墳群 5号Ill 石棺系石室 月子l 剣], jj; 錢15 4 

3 湘田古培群 1号ltl 木棺 鉄鋲lヤ2 饒i.・ 6 

4 咄出占墳群 2号in fi棺 月）: I 6 

5 池[I古用群 3りJ(! 木棺 月子］ 6 

6 湘W占用群 4サ墳 木棺 JH片1 6 

7 苔八幡宮，りJ:(t 前）i後円惰 科形木棺 施l.飲斧1・7Hl 絹 J• li頭人刀2こ枠斗汲・絣E!l 8 

8 原古）R詳 lサ)11 小形怒穴式li完 即jl片 10 ， 原古頃詐 2り/ft ＊棺 癸.l 10 

10 点ノ隈i!i項 lfih後tilJ! 桔I.揺割竹影木棺 施l・鋤先 l 斜l II 

II 神蔵古柑 前方後1り項 竪穴犬fi宕 鉄斧） ，毀先I ~'2 剛綱猷餞 12 

12 妙法炉山屈詳 2号J_ii第1i体部 前方後方Jtt 割竹形木棺 施I・鉄斧I・nf・I 六神l'll:f~競 15 

13 小寺墳認群 1号墓 石必I:墟砧 鑓I・刀子］ 鏃11・JJI 16 

14 小寺埴娑群 5り・i 石itr. 塩g 鉄斧I・鎌l 鏃l」.lJ I 16 

15 小ふ梢硲群 6号込 l.it.t壊必 伐斧2'l''翔徽先1・訊I・月fl 鎌10・刀l 16 

16 小寺墳砥群 7号硲 石溢上楼騒 鎌I・l)fI I(> 

＂ 
小寺J月砒群 9サ経 fiii. 上咲墓 純 I・ 録］ 錢12・絹I 16 

18 小、'fo培岱群 IIサ品 b沿：上堺墓 樗形鉄斧I・鎌I・!J(・I 錢l 16 

19 藤崎遺跡 6号墳 方形f.¥ii尻墓 補合木棺 苑 I・ni:1 羹扇領大JJl . 鍍l 悼 ．車馬猿 17 

20 井刈古項群 5り碩 割竹形木棺 施］ 糾l 20 

21 迂栄古用詳 l蒻噴 円ll'! 木棺 鉄針3・7Jf3・純1・鎌I 剣］ ，鏃2 倣伐四猷饒 22 

22 萱栄古墳詳 2号隕 円閉 竪穴式石室 施I・IJf1・俎l・快斧1・嚢先l剣I 22 

2.l 菅葉占項群 3号)Jt 方形靖 木棺 施l・lJT・1 22 

24 赤坂遺跡 l引用 JTJ用 粘上悌割竹形木棺 鎌I.飼先l鈍 I・tlI欽斧l剣1・リ 1・鎧7 23 

25 赤坂遺跡 2号積 }j形楕 木棺 刀fJ'施基部l 斜l 23 

~6 朝町妙見遺跡 1号贋第2i'.体部 即h ii棺は 枕斧 I・勤先l 餓4.伯l 不明 1 24 

27 朝町妙見遺跡 2号）a ［棺¥ 鑓2・JH I 24 

28 花見遺跡 1号填 割竹形木棺 獨た I・鑓I・鉄斧I 剣J.7J I 25 

29 浜山 ・ 千-~遺蹄 5号Jt'! 木棺 JJ子l JJ I 27 

30 浜Ur・l月遺跡 7号川 帖Ht JJ f I・蜀先I 27 

31 浜山 .T・翡逍跡 8り碩 円惰 割竹形木棺 JJ+ I 鎮4 27 

32 浜山・千烏遺跡 "o号瑣 円填 竪穴式i宛 刀+1 剣2 27 

33 浜Lli・l鳥遠祢 21号墳 組合木館 JJ+7・ 小刀2・鈍l 刀2・剣3・矛I 27 

34 ご国の鼻遺跡 1号眉第It体酪 前方後円ll 木棺 剤片l 不明鉄器 28 

35 三国の昇遺跡 iサ墳第2主体菰 枯土拐 剣1・幾3 28 

36 辻古ttt 円墳 割竹形木棺 施2 刀3・令12 盤龍錢 38 

37 百地原梅木遺跡 17号噴 緋合木棺 箇先2・伏斧l・堡2・施I・l)f,4 42 

宮司井手／上古靖 1号墳第2主体蔀 Pl墳 箱式石棺
鉄柄手斧3・鉄斧2・塁l・紐I 紐乃・剖2・1J2・

短甲38 
U字鋤知・刀子？ 矛I

45 

39 11¥司井手ノ上古楕 1号墳 Pl墳 石江頃墓 （棺外）紐I・ 刀子 l 鏃I・刀I・矛I 45 

40 島津，塚の元古用 1号墳 竪穴式石岳 刀子3 剣I・ 刀l・矛l 48 

41 豊前坊古墳詳 3号靖 前方後ft]墳 箱式石棺 鏃2・剣l 51 

42 豊前坊古墳詳 2号積 円墳 箱式石棺 鑓)・ 鉄斧 ）・刀子 ） 捐l 不明鉄器 51 

43 田久瓜ヶ坂遺跡 1号噴第1王体部 前方後円墳 粘土棉 鉄斧l・鈍 1・刀子1 本報告

44 田久瓜ヶ坂遺跳 1号墳第2土体部 崩方後円墳 枯上梢 鉄斧2・鋤先1・施l・刀子4 本報告

45 田久瓜ヶ坂遺務 1号贋第3主体部 前方後円惰 円筒棺 刀子5 本報告

46 田久瓜ヶ坂遺跡 1号靖第4主体部 繭方後円墳 壷棺 刀子l 本報告

47 田久瓜ヶ坂遺踪 2号項 円墳 木棺 刀子］ 鐵21 ~j27JI矛l 本報告

祁 田久瓜ヶ坂遺跡 38号墳 円用 枯土揖割竹形木棺 鋤先1・施I 剣l 不明鉄器 本報告
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号墳、田久瓜ヶ坂38号墳）

B・農工具と武器を対等に保持するもの （赤坂 1号墳、花見1号墳など）

C ・武器の中で鉄鏃を 10本以上まとまって出土する遺構には剣もしくは刀の出土が認められ

るもの （炭焼5号墳、小寺1・5・6・9号墓、宮司井手ノ上古墳第2主体部、田久瓜ヶ坂

2号墳）、また剣 ・刀 ・矛が同時に出土し、農工具の種類が少ないもの（浜山 ・干烏21号墳、

島津・塚の元 1号墳、宮司井手ノ上古墳第 3主体部、田久瓜ヶ坂2号墳）。

A・Bに関しては、農工具単純出土と同じく時期幅があり時代の限定には至らなかったが、

Cに関しては、 5世紀初頭以降になって出現するものと考えられる。

紫坂遺跡は、 BとCの折衷であるが、粘土榔内に農工具の他、剣（身の長いタイプ） ．刀・

鉄鏃が多数出土する状況が認められるc

以上のように出土鉄器において明瞭な画期は認められなかったが、徐々に変化しているので

はないかと考えられる。今後の資料の増加に期待し、時代幅を広げ検討する必要がある。

4. 墳墓の構成

動向

前方後円墳の後円部南西側には、おそらく弥生時代中期以降と考えられる土城墓が3基検出

された。それ以降 l区では、前方後円墳の出現まで集団墓の検出は認められず、 2区より検出さ

れた。その分布域をみると、 2区の丘陵頂部に近いところで、石苺土壊墓Bが検出され、その

周辺に石棺墓・石蓋土城墓Aがあり、さらに土城墓が丘陵の低い位置で検出された。これらの

配置には、それぞれ2-3基を単位とするまとまりで営まれている。そのなかで、 2区や3区の

丘陵頂部という景観の良い高立地に埋葬城を設ける人物が現れたものと推測する。2区では 12

号墓である石蓋土壊墓Bが専地し、石蓋9枚、北西側の床面に顔料で枕を施し、同小口部に板

石を立てる。類似する外の石蓋土墓棺墓Bとは、やや手の込んだ丁寧な造りである。3区では

33号墓である土城墓が検出され、床面全面に赤色顔科を施し、鉄剣を保持していることから、

他の集団墓と格差があることがわかる。

最も標高の高い 1区には、この前後に前方後円墳の造墓が行われ、後円部の東側に31号墳、

北側に2号墳、西側に21号墳が次々に築造されている。これらは、 2区の集団墓とは異なり、

2・21・31号墳は墳丘を持つことから特定個人墓とし、 1号墳は、 在地首長墓という序列が成

立したものと推測される。

それ以降、横穴式石室である 3号墳と 14号墳が築かれる。これは、先代の 12号墓や33号墓

と、共に距離が近いため同じ系統を引く人物の墓と考えられる。4号墳は、石室内から出土し

た馬具や武器、玉類の豪華さなどから 1号墳および38号墳からの系統と考えられる。4号墳の

造営以後古墳及び墓所は、 8世紀に入り、火葬蔵骨器が検出されるまで、認められない。
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